
昨
今
、
欧
州
連
合
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

論
議
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
現
時
点
で
欧
州
連

合
十
五
カ
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
を
代
表
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
の
も
の
は
広
く
て
古
い
。
そ
の
広
く
て
（
と
り
わ
け
）
古

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
、
文
明
的
、
文
化
的
、
精
神
的
伝
統
の
重
要
な

源
泉
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
存
す
る
こ
と
。
こ
の
半
ば
「
陳
腐
化
し
た
」
と

も
「
神
話
化
し
た
」
と
も
思
わ
れ
が
ち
な
認
識
は
、
や
は
り
大
筋
に
お
い

て
間
違
っ
て
い
な
い
し
、
現
代
的
な
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
二

。
し
か
し
、
こ
の
漠
然
と
し
た
認
識
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
与
え

る
か
は
、
解
釈
者
に
よ
り
様
々
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
史
実
関
係
の
詳

細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
出
来
な
い
ま
で
も
、
そ
の
伝
統
の
認
識
に
つ
い
て

道
筋
と
枠
組
み
だ
け
を
大
雑
把
に
示
し
つ
つ
、
西
洋
古
典
文
学
に
お
け
る

「
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
に
関
す
る
私
な
り
の
解
釈
を

述
べ
て
み
た
い
。

﹇
１
﹈

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
伝
統

最
初
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
な
っ
た
三

。
次
に
古
代

ロ
ー
マ
人
が
ギ
リ
シ
ャ
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的

な
ギ
リ
シ
ャ
）
の
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
な
っ

た
四

。
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
伝
統
に
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
加
わ
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
文
明
の
侵
略
者
た
る
所
謂
「
蛮

族
（
バ
ル
バ
ロ
イ
）
」
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
形
で
、
あ
る
い
は
古

代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
文
明
的
、
文
化
的
な
伝
統
を
受
容
す
る
形
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
な
っ
た
五

。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
古
典
古
代
（
特
に
東
ロ
ー

マ
の
滅
亡
に
よ
り
ギ
リ
シ
ャ
古
典
）
を
再
発
見
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
降
、

最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
関
す
る
ノ
ー
ト
一

野

津

寛
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近
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
と
中
世
キ
リ
ス
ト

教
の
文
明
的
、
文
化
的
、
精
神
的
な
遺
産
を
継
承
し
実
現
す
る
人
々
の
こ

と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
外
延
が
こ
う
し
て
拡
大
す
る
と
共
に
、
伝

統
の
意
味
と
本
質
も
多
様
化
し
、
伝
統
の
取
捨
選
択
と
忘
却
も
あ
っ
た
か

ら
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
意
味

で
現
代
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か
し
、

後
か
ら
来
た
人
々
が
先
人
の
文
明
的
、
文
化
的
、
精
神
的
伝
統
を
継
承
し

後
代
に
伝
え
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
的
、
文
化
的
、
精
神
的
伝
統
に
関
す
る
最
小
限
の

定
義
と
は
、
そ
れ
を
取
り
除
く
な
ら
ば
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
核
が
消

失
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
本
質
的
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
了
解
し
た
上
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る
伝
統
の
継
承
と

実
現
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
根
底
に
あ
る
要
素
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
六

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
シ
ャ
ル
ル
・
マ
ー
ニ
ュ
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
か

ら
現
代
の
欧
州
連
合
に
至
る
歴
史
区
分
の
外
に
お
い
て
も
七

、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
に
発
す
る
伝
統
の
伝
承
と
実
現
と
し
て
様
々
な
文
明
的
、
文
化
的
、

精
神
的
形
態
が
観
察
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
も
ち

ろ
ん
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
・
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
要
素
だ
け
が
現
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
構
成
し
て
い
る
な
ど
と
主
張
つ
も
り
は
毛
頭
な
く
、
こ
れ

は
さ
ら
に
広
く
、
古
く
、
複
雑
多
様
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
、
西
洋
古

典
伝
承
か
ら
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
過
ぎ
な
い
。

伝
統
を
継
承
し
現
実
化
す
る
個
人
的
・
集
合
的
な
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
に
、

多
大
な
努
力
と
細
心
の
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

現
代
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
等
の
国
籍
を
持
つ
者
な
ら
誰
で
も
、

あ
る
い
は
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ア
ル
ザ
ス
等
、
多
言
語
文
化
地
帯
に
生

ま
れ
た
人
な
ら
誰
で
も
自
動
的
に
、「（
伝
統
の
継
承
と
実
現
と
し
て
定
義

さ
れ
た
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
市
民
権
を
手
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
八

。

少
数
民
族
の
文
化
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
お
い
て
も
、「
世
界

化
・
国
際
化
」
と
呼
ば
れ
る
標
準
化
傾
向
が
、
あ
る
い
は
加
速
度
的
に
増

大
す
る
伝
統
の
集
積
が
、
あ
る
い
は
諸
科
学
の
専
門
化
傾
向
の
激
化
が
、

伝
統
の
継
承
と
実
現
を
益
々
困
難
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
・

ラ
テ
ン
語
や
哲
学
を
専
攻
す
る
学
生
の
数
が
減
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
増
え

る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
ま
た
、「
伝
統
」
そ
の
も
の
と
伝
統
の
再
利
用
に

必
ず
し
も
、
普
遍
的
な
立
場
か
ら
見
て
正
し
い
も
の
、
理
解
可
能
な
も
の
、

実
現
可
能
な
も
の
、
好
ま
し
い
も
の
ば
か
り
が
含
ま
れ
て
い
る
と
も
限
ら

な
い
。
例
え
ば
、
国
家
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
な
ら
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
宗
教
、
政
治
、
民
族
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
分
裂
と
統
合
を
繰
り

返
し
た
「
国
境
の
歴
史
」
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
九

。
宗
教
戦
争
、

民
族
運
動
、
帝
国
主
義
、
二
つ
の
大
戦
、
冷
戦
が
終
結
し
た
か
に
見
え
る

現
代
に
お
い
て
も
、
国
家
の
内
部
や
辺
境
に
お
い
て
紛
争
が
絶
え
な
い
。

こ
う
し
た
紛
争
傾
向
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
要
素
の
好
ま
し
く
な
い
実

現
の
な
か
に
数
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
一
〇

。
古
典
テ
キ
ス
ト
に
潜
在
す

る
人
種
偏
見
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
一
種
の
伝
統
と
し
て
伝
承
さ
れ
、
利
用

さ
れ
、
人
種
差
別
と
し
て
実
現
さ
れ
る
場
合
さ
え
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

伝
統
的
未
解
決
問
題
の
総
体
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
未
解
決
問
題
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の
継
承
者
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
相
変
わ
ら
ず

危
機
（krisis
）
に
瀕
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
問
題
解
決

の
糸
口
さ
え
も
共
通
の
伝
統
の
中
に
模
索
出
来
る
人
々
で
あ
る
一
一

。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
危
機
」
に
際
し
て
、
Ｐ
・
ヴ
ァ
レ

リ
ー
の
よ
う
な
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
三
要
因
と
し
て
ロ
ー
マ
、
キ
リ
ス

ト
教
、
ギ
リ
シ
ャ
の
影
響
を
あ
げ
た
こ
と
一
二

、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
よ

う
な
人
が
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
遺
産
を
強
調
し
た
こ

と
一
三

、
Ｅ
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の
よ
う
な
人
が
ナ
チ
ズ
ム
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る

さ
な
か
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る
学
問
的
伝
統
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
使
命
」

と
し
て
強
調
し
た
こ
と
は
決
し
て
無
意
味
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
徹
底
的
自
己
批
判
に
よ
っ
て
未
解
決
問
題

に
立
ち
向
か
う
人
々
で
も
あ
る
。
自
己
批
判
を
徹
底
す
る
あ
ま
り
伝
統
の

全
体
さ
え
否
定
す
る
事
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
と
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
自
己
批
判
も
徹
底
主
義
も
極
端
主
義
も
、
そ
れ
ら
に

拮
抗
す
る
傾
向
と
共
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
遡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的

知
的
傾
向
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
。

文
明
（civilisation

）
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
な
ら
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
は
お
互
い
に
良
く
似
て
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な
る
諸
都
市

の
総
体
で
あ
る
。
各
都
市
の
本
質
が
お
互
い
を
模
倣
す
る
こ
と
に
存
す
る

か
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
西
端
に
位
置
す
る
こ
の
半

島
部
分
に
お
い
て
、
都
市
か
ら
隣
の
都
市
へ
、
ま
た
別
の
都
市
か
ら
隣
の

別
の
都
市
へ
と
、国
境
を
越
え
な
が
ら
自
由
に
移
動
し
て
み
る
な
ら
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
構
成
す
る
い
わ
ば
「
モ
ナ
ド
世
界
一
四

」
の
同
質
的
多
様
性
を
五

感
の
全
て
に
よ
っ
て
観
察
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
一
五

。
そ
こ
で
は
地
理

的
・
歴
史
的
連
続
性
が
直
感
的
に
了
解
さ
れ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
都

市
の
原
型
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
交
通
網
の
基
礎
を
確
立
し
た
の
は
、
古
代

ロ
ー
マ
だ
っ
た
。
こ
の
交
通
網
を
通
っ
て
カ
エ
サ
ル
の
軍
隊
と
「
蛮
族
」

が
、
物
資
と
人
材
が
、
教
育
と
技
術
が
、
ロ
ー
マ
市
民
権
と
キ
リ
ス
ト
教

が
、
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
文
明
と
文
化
が
、
ロ
ー

マ
と
い
う
都
市
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
諸
都
市
へ
と
伝
達
さ
れ
実
現
さ

れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
こ
の
ロ
ー
マ
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
地
中
海
世
界
と
ガ

リ
ア
と
ラ
イ
ン
川
流
域
で
最
盛
期
を
迎
え
た
一
六

。
や
が
て
ロ
ー
マ
帝
国
そ

の
も
の
が
衰
退
し
、
ロ
ー
マ
に
よ
る
平
和
が
消
滅
し
た
後
も
、
諸
都
市
の

基
礎
と
交
通
網
に
よ
る
同
質
的
多
様
性
は
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
。「
蛮
族
」

と
呼
ば
れ
る
ゲ
ル
マ
ン
人
は
破
壊
行
為
と
略
奪
こ
そ
行
っ
た
が
、
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
文
明
と
文
化
を
完
全
に
破
壊
す
る
ほ
ど
野
蛮
で
は
な

か
っ
た
し
、政
治
的
・
軍
事
的
に
は
ロ
ー
マ
の
後
継
者
と
な
り
、文
化
的
・

宗
教
的
に
は
後
援
者
と
な
っ
た
一
七

。
も
ち
ろ
ん
都
市
と
い
う
物
資
文
明
レ

ヴ
ェ
ル
の
相
互
依
存
関
係
だ
け
が
文
化
的
、
精
神
的
な
同
質
的
多
様
性
を

実
現
し
た
の
で
は
な
い
一
八

。
し
か
し
、
考
古
学
的
に
は
青
銅
器
時
代
に
ま

で
遡
り
得
る
こ
の
相
互
依
存
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
統
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
可
能
に
し
た
と
言
う
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
一
九

。

都
市
と
い
う
文
明
形
態
の
起
源
は
古
代
地
中
海
世
界
に
お
け
る
都
市
国

家
に
遡
る
が
、
す
で
に
ミ
ノ
ア
時
代
の
ク
レ
タ
島
に
都
市
の
芽
生
え
が
観

察
さ
れ
て
い
る
二
〇

。
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
時
代
か
ら
所
謂
「
暗
黒
時
代
」
に
お
け

る
発
展
と
ア
ル
カ
イ
ク
時
代
に
お
け
る
地
中
海
・
エ
ー
ゲ
海
全
域
へ
の
ギ

最初のヨーロッパとヨーロッパ人に関するノート
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リ
シ
ャ
人
に
よ
る
植
民
活
動
を
経
て
、
古
典
的
な
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
す
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
化
が
繁
栄
し
た
の
は
、

こ
の
都
市
（Polis

）
と
諸
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
文
明
基
盤
の
上
に

お
い
て
で
あ
っ
た
二
一

。
や
は
り
都
市
の
上
に
成
り
立
つ
ロ
ー
マ
の
共
和
国

（R
espublica

）
と
い
う
政
治
形
態
も
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
都
市
国
家
の
文
明

的
、
文
化
的
継
承
物
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
諸
都
市
国
家
が
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
と
そ
の
後
継
者
達
の
王
国
に
編
入
さ
れ
、
独
立
を
失
っ
て
衰
退

し
、ロ
ー
マ
が
そ
れ
ら
を
征
服
し
飲
み
込
ん
だ
と
き
、ロ
ー
マ
は
ギ
リ
シ
ャ

か
ら
文
化
と
学
問
の
全
て
を
受
け
継
い
だ
。
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
有
名
な
言

葉

G
raecia

capta
ferum

victorem
cepit

et
artis

/
intulit

agresti
L
atio

（H
oratius,

E
pistrae

II.
1.
156−157

）
が
こ
の
「
文
化
的
征
服
」
の
意
識

を
簡
潔
に
言
い
表
し
て
い
る
。
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
ロ
ー
マ
帝
国
に
浸
透
し

た
外
来
諸
宗
教
の
ひ
と
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
世

界
を
支
配
す
る
宗
教
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
都
市
に
カ
テ
ド
ラ
ル
を
建

設
す
る
キ
リ
ス
ト
教
も
、
四
世
紀
に
ロ
ー
マ
の
国
教
と
な
り
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
の
伝
統
的
宗
教
を
駆
逐
す
る
以
前
に
ギ
リ
シ
ャ
化
さ
れ
て
い
た
。

『
旧
約
聖
書
』は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
そ
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
が
完
了
し
、『
福

音
書
』
も
『
パ
ウ
ロ
の
手
紙
』
も
当
時
の
国
際
語
た
る
ギ
リ
シ
ャ
語
（
コ

イ
ネ
ー
）
で
書
か
れ
、
読
ま
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
自
身
が
ロ
ー
マ
帝
国
組

織
を
模
倣
し
て
教
会
組
織
を
形
成
し
た
。
続
い
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
が
分
裂

し
、
衰
退
、
消
滅
し
た
後
も
、
ゲ
ル
マ
ン
人
君
主
、
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
・

修
道
士
、
中
世
と
近
代
の
諸
都
市
が
そ
の
政
治
と
宗
教
と
芸
術
と
教
育
を

ロ
ー
マ
か
ら
受
け
継
い
で
、
そ
の
伝
統
を
継
承
し
実
現
を
与
え
た
二
二

。
こ

う
し
て
次
々
に
実
現
さ
れ
た
も
の
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
理
想
と

同
じ
で
は
無
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

民
族
と
俗
語
の
多
様
性
に
も
、
地
理
的
・
時
間
的
な
隔
た
り
に
も
関
わ

ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
多
様
性
を
内
包
し
つ
つ
比
較
的
均
質
な
文
化
の
伝

統
を
保
持
し
得
た
い
ま
ひ
と
つ
の
要
因
に
、
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
で

書
か
れ
た
古
典
古
代
文
学
の
伝
統
が
あ
る
。
こ
こ
で
「
文
学
」
と
呼
ぶ
の

は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
が
文
字
に
よ
っ
て
後
代
に
残
し
た
文
物
の

総
体
の
こ
と
で
あ
り
、
詩
歌
や
散
文
の
み
な
ら
ず
金
石
文
や
法
律
、
行
政

文
書
、
科
学
・
技
術
・
呪
術
文
献
も
含
む
。
異
民
族
・
多
言
語
の
ひ
し
め

き
合
う
古
代
・
中
世
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ャ
語
と
ラ
テ
ン
語
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
際
語
・
標
準
語
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
日
、
多
言
語
・
他
文
化
を
標

榜
す
る
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
語

と
ラ
テ
ン
語
を
そ
の
「
古
典
語
」
と
し
て
尊
重
し
て
き
た
国
々
、
あ
る
い

は
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
文
学
を
記
し
た
中
世
写
本
や
碑
石
を
「
国
宝
」
と

し
て
所
持
す
る
諸
都
市
あ
る
い
は
国
々
（
貴
重
な
写
本
を
戦
利
品
と
し
て

奪
い
合
っ
た
国
々
）
の
総
体
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
と
古
代
ロ
ー
マ
の
書
物
を
収
集
し
、
丹
念
に
書
写
し
、
保
存
す
る
と

い
う
骨
の
折
れ
る
共
同
作
業
の
伝
統
が
、
古
代
・
中
世
・
近
代
を
貫
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
発
展
と
衰
退
の
歴
史
に
対
応
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
肉
体
の
遺
伝
子
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ

シ
ャ
語
の
文
字
伝
承
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
と
精
神
の
遺
伝
子
だ
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
二
三

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
多
く
の
文
学
形
態
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る
伝
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統
の
文
字
に
よ
る
継
承
と
実
現
で
あ
る
。
文
字
に
書
き
留
め
ら
れ
た
ホ
メ

ロ
ス
と
ヘ
シ
オ
ド
ス
を
模
倣
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
学
者
詩
人
達
と

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
を
経
て
、
中
世
の
英
雄
叙
事
詩
に
至
る
叙
事
詩
の
伝
統
。

サ
ッ
ポ
ー
や
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
か
ら
カ
ト
ゥ
ル
ス
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
を
経
て

中
世
の
カ
ル
ミ
ナ
ブ
ラ
ー
ナ
や
近
代
詩
人
に
至
る
叙
情
詩
の
伝
統
。
ア
イ

ス
キ
ュ
ロ
ス
や
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
悲
劇
か
ら
セ
ネ
カ
の
悲
劇
を
経
て
ラ

シ
ー
ヌ
や
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
近
代
古
典
悲
劇
へ
至
る
伝
統
。
ア
リ
ス
ト

パ
ネ
ス
や
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
喜
劇
か
ら
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
と

テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
古
代
ロ
ー
マ
喜
劇
を
経
て
近
代
古
典
喜
劇
へ
至
る
西

洋
演
劇
の
伝
統
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
詞
華
集
の
伝
統
、
風
刺
的
エ
ピ
グ

ラ
ム
の
伝
統
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
外
人
弁
論
教
師
（
あ
る
い
は
弁

論
代
筆
者
）
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
政
治

演
説
か
ら
、
キ
ケ
ロ
の
演
説
と
ロ
ー
マ
に
お
け
る
弁
論
家
教
育
を
経
て
、

近
代
の
演
説
的
散
文
、
説
教
文
学
、
現
代
の
政
治
演
説
へ
至
る
、
レ
ト
リ
ッ

ク
的
（
決
し
て
「
散
文
」
的
と
は
言
え
な
い
）
散
文
の
伝
統
。
ヘ
ロ
ド
ト

ス
や
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
歴
史
か
ら
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
達
を
経
て
、

近
・
現
代
の
歴
史
家
達
へ
至
る
歴
史
散
文
の
伝
統
。
プ
ラ
ト
ン
対
話
編
か

ら
キ
ケ
ロ
の
対
話
文
学
、
古
代
末
期
の
教
父
哲
学
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教

神
学
を
経
て
、
近
代
哲
学
へ
至
る
哲
学
と
弁
証
の
歴
史
。
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ

ス
や
ガ
レ
ノ
ス
の
医
学
書
。
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
や
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物

誌
（
特
に
植
物
誌
）
。
古
代
か
ら
中
世
に
伝
わ
っ
た
ラ
ピ
ダ
リ
ー
（
宝
石

譜
）
や
呪
術
文
献
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
や
ル
キ
ア
ノ
ス
か
ら
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

の
『
エ
セ
ー
』
へ
至
る
随
筆
の
伝
統
。
こ
の
よ
う
に
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
起

源
は
大
部
分
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
遡
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
牧
歌
文
学
『
ダ

フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
ー
』
が
所
謂
小
説
で
は
な
く
て
も
、
ア
イ
ソ
ポ
ス
（
イ

ソ
ッ
プ
）
が
そ
の
寓
話
に
よ
り
理
想
的
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
関
心
が
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
近
代
の
小
説
と
児
童
文
学
が
数
え
き
れ
な
い
テ
ー
マ

と
モ
テ
ィ
ー
フ
を
「
ギ
リ
シ
ャ
神
話
」
か
ら
借
用
し
て
い
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
々
と
英
雄
の
イ
メ
ー
ジ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
学
と
造
形
芸
術
か
ら
消
滅
し
た
時
代
が
一
度
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
等
に
代
表
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
物

語
と
『
旧
約
・
新
約
聖
書
』
の
知
識
無
し
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
詩
歌
と
造
形

芸
術
が
理
解
で
き
る
と
考
え
る
人
は
ま
ず
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と

同
様
の
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
、
歴
史
、
哲
学
や
レ
ト
リ
ッ
ク
的
散

文
な
ど
文
学
全
般
に
お
い
て
も
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
外
部
と
の
対
立
と
差
異
に
よ
っ
て
区
分
す
る
な
ら
ば
、

現
代
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
の
対
立
と
差
異
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
第
三
世
界
と
の
対
立
と
差
異
に
よ
っ
て
、
近
世
の
大
航
海
時
代

は
「
未
開
」
原
住
民
と
の
対
立
と
差
異
に
よ
っ
て
、
中
世
は
サ
ラ
セ
ン
帝

国
と
の
対
立
と
差
異
に
よ
っ
て
、
後
期
古
代
な
ら
ば
「
蛮
族
」
と
呼
ば
れ

た
ゲ
ル
マ
ン
民
族
と
の
対
立
と
差
異
に
よ
っ
て
、
古
典
古
代
な
ら
ペ
ル

シ
ャ
帝
国
と
の
対
立
と
差
異
に
お
い
て
定
義
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
外
部
と
の
対
立
と
差
異
に
よ
っ
て
明
確
に
意

識
さ
れ
た
地
理
的
、
文
明
的
、
文
化
的
な
区
分
の
内
部
に
お
い
て
考
え
た

人
々
が
文
学
的
伝
統
に
よ
っ
て
伝
承
し
た
精
神
的
諸
価
値
で
あ
ろ
う
。
一

例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
史
は
複
数
形
の
「
自
由
」
と

最初のヨーロッパとヨーロッパ人に関するノート
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い
う
価
値
に
支
配
さ
れ
て
お
り
個
々
の
自
由
と
自
由
の
せ
め
ぎ
合
い
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
自
由
の
観
念
そ
の
も
の
が
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
発
明
で
あ
り
、
ペ
ル
シ
ャ
戦
争
以
降
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ギ
リ

シ
ャ
悲
劇
、
弁
論
家
等
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
学
を
読
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
継
承
し
た
政
治
的
価
値
で
あ
る
と
も
言
え
る
二
四

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
的
諸
価
値
を
示
す
概
念
の
多
く
は
、
現
代
で
も
古
代

ギ
リ
シ
ャ
語
か
別
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
語
で
言
い
表
さ
れ
る

の
が
常
で
あ
る
（
真
理
、
理
性
、
論
理
、
命
題
、
概
念
、
観
念
、
自
由
、

神
、
精
神
、
人
間
、
動
物
、
自
然
、
倫
理
、
美
、
等
）
。
こ
う
し
た
概
念

と
術
語
を
使
わ
ず
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
何
一
つ
議
論
で
き
な
い
し
、
考
え

る
こ
と
さ
え
出
来
な
い
の
で
あ
る
と
言
っ
た
ら
、
そ
れ
は
単
な
る
誇
張
で

あ
ろ
う
か
。

宗
教
と
い
う
面
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
が
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
異
教
信
仰
（
多
神
教
）
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
へ
の
変

化
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
大
き
な
精
神
史
的
転
換

で
あ
り
、
宗
教
と
い
う
面
に
限
っ
て
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
と
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
断
絶
が
明
ら
か
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
転
換
の
プ
ロ
セ
ス
は
長
い
時
間
を
か
け
て
実
現
し
た
。
様
々
な
葛
藤

と
格
闘
の
末
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
異
教
文
学
と
異
教
哲
学
は
「
パ
イ
デ
イ

ア
（
教
育
・
教
養
）
」
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
引
き
継
が
れ
た
。
す
で
に

ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
聖
パ
ウ
ロ
の
説
教
（『
使
途
行
伝
』
第
十
七
節
）
に
、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
異
教
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
延

長
と
し
て
あ
る
い
は
補
完
と
し
て
説
明
す
る
と
い
う
、
教
父
哲
学
に
特
徴

的
な
傾
向
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
古
代
末
期
に
お
い
て
『
旧
約
聖
書
』
を
ホ

メ
ロ
ス
の
韻
律
に
、『
新
約
聖
書
』
を
プ
ラ
ト
ン
風
の
対
話
編
に
書
き
直

す
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
学
者
さ
え
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
異
教
の
文
学
と
哲
学
が
禁
止
さ
れ
た
時
代
に
も
そ
れ
ら
が
求
め
ら
れ

た
こ
と
の
雄
弁
な
証
拠
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
論
敵
で
あ
る
異
教

哲
学
の
論
理
と
弁
証
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。『
聖
書
』
に
よ
ら
ず

「
理
性
」
の
み
に
よ
り
神
の
存
在
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
中
世
の
修
道
士

の
神
学
は
、他
な
ら
ぬ
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
影
響
で
あ
っ
て
、ユ
ダ
ヤ
・

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
で
は
な
い
。
他
方
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
異
教
哲
学
の
初

期
か
ら
、
多
神
教
批
判
と
一
神
教
的
神
学
へ
の
傾
向
が
す
で
に
顕
著
で

あ
っ
た
。
理
性
と
信
仰
の
間
で
揺
れ
る
と
い
う
西
洋
哲
学
に
独
自
の
伝
統

は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
西
洋
哲
学
は
ギ

リ
シ
ャ
的
要
素
と
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
の
論
争
の
歴
史
で
あ
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
哲
学
者
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
と
ギ
リ
シ
ャ
的
伝
統
を
継
承

し
、
そ
の
論
争
と
葛
藤
の
中
で
自
己
の
哲
学
を
実
現
し
た
人
々
の
こ
と
で

あ
る
と
言
え
る
。

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
世
界
の
そ
れ
以
外
の
部
分
か
ら
峻
別
し
、
今
日
世

界
の
至
る
所
で
ま
す
ま
す
専
門
化
す
る
、
科
学
と
い
う
学
問
の
伝
統
が
ギ

リ
シ
ャ
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、
古
代
オ
リ
エ
ン

ト
に
も
科
学
技
術
は
存
在
し
た
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
西
洋
が
オ
リ
エ
ン

ト
に
科
学
と
技
術
の
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

ギ
リ
シ
ャ
の
科
学
は
と
り
わ
け
、
時
空
的
・
民
族
的
・
言
語
的
相
違
か
ら

独
立
し
て
存
在
す
る
と
想
定
さ
れ
る
客
観
的
真
理
を
扱
う
論
証
科
学
あ
る
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い
は
純
粋
科
学
と
し
て
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
実
用
科
学
と
区
別
さ
れ
た
。
そ

の
意
味
で
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
代
表
さ

れ
る
徹
底
的
に
客
観
的
か
つ
論
証
的
な
学
問
の
方
法
と
対
象
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
問
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
学
校
の

入
り
口
に
「
幾
何
学
を
知
ら
な
い
者
」
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の

知
識
人
は
文
系
と
理
系
の
知
識
を
根
本
的
に
区
別
し
な
か
っ
た
。
自
然
科

学
と
哲
学
と
弁
論
術
が
知
識
と
し
て
同
じ
延
長
線
上
に
置
か
れ
て
い
た
。

ギ
リ
シ
ャ
人
の
科
学
は
論
証
し
、
弁
論
術
は
説
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
が
、

論
証
と
説
得
は
い
ず
れ
も
人
間
の
知
識
を
完
成
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素

と
見
な
さ
れ
た
。
特
に
こ
の
傾
向
は
ギ
リ
シ
ャ
語
が
十
五
世
紀
ま
で
学
術

用
語
と
し
て
維
持
さ
れ
た
東
ロ
ー
マ
（
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
）
に
保
存
さ

れ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
語
を
話
す
東
ロ
ー
マ
が
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
に
よ
っ
て
滅

ぼ
さ
れ
、
多
く
の
知
識
人
が
ギ
リ
シ
ャ
語
写
本
を
携
え
東
か
ら
西
に
渡
っ

て
き
た
時
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
科
学
文
献

が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
達
に

引
き
継
が
れ
た
。
多
く
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
や
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
の
よ
う
な
天
才
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
以
降
に
現
れ
た
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
な
ど
十
七
世
紀
の
偉
大
な
哲
学
者
に
至
る
ま
で
、
こ
の
根
本
的

に
文
系
と
理
系
を
区
別
し
な
い
ギ
リ
シ
ャ
的
学
問
の
伝
統
に
多
く
を
負
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的
、
精
神
的
伝
統
が
他
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
世
界
が
十
分
に
成
熟
し
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い

て
（
こ
の
成
熟
は
確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
の

だ
け
れ
ど
）
、
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
的
伝
統
は
す
で
に

世
界
の
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

を
伝
承
し
実
現
す
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
だ
け
の
使
命
で
は
な
い
。
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
文
化
的
伝
統
を
歪
曲
す
る
こ
と
な
く
継
承
す
る
か
ぎ
り
、
世

界
中
の
誰
も
が
文
明
的
、
文
化
的
、
精
神
的
な
意
味
で「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」

に
な
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
呼
び
た
い
の

は
、
自
然
的
、
地
理
的
、
民
族
的
な
統
一
性
で
は
な
く
、
文
明
的
、
文
化

的
、
精
神
的
な
伝
統
の
伝
承
と
そ
の
多
種
多
様
な
実
現
形
態
の
こ
と
で
あ

る
。
ギ
リ
シ
ャ
に
遡
る
伝
統
だ
け
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
い
し
、
現
代
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
は
る
か
に
多
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

最
小
限
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
伝
統
の
継
承
と
実
現
は
、
善

か
れ
悪
し
か
れ
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る
都
市
文
明
と
、
読
み
書
き
の
伝

統
と
、「
古
典
」
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
伝
承
（
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
古

典
）
の
読
解
教
育
（
人
文
教
育＝

ユ
マ
ニ
ス
ム
）
と
、
そ
の
読
解
に
基
づ

く
新
た
な
伝
承
の
作
成
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ

う
で
あ
る
と
言
え
る
。
日
本
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
国
が
文
明
的
、
文
化
的
、

精
神
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
こ
う
し
た
基
準
に
照
ら

し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
つ

い
て
非
常
に
大
ざ
っ
ぱ
に
概
観
し
て
み
た
。
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﹇
２
﹈
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
と
い
う
名
前

今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
）
」
と
い
う

古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
に
由
来
す
る
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
自
体
が
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
以
来
の
伝
統
で
あ
る
。「
歴
史
の
父
」
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
「
エ
ウ
ロ
ー

ペ
ー
」
を
地
理
学
的
な
概
念
、
つ
ま
り
「
ア
ジ
ア
（
ア
シ
ア
ー
）
」
と
「
ア

フ
リ
カ
（
リ
ビ
エ
ー
）
」
に
並
ぶ
第
三
の
大
陸
を
表
す
名
称
と
し
て
用
い

た
（H

erodotos
IV
42,45,49,198

etc.

）
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
「
エ
ウ
ロ
ー

ペ
ー
」
は
現
代
人
が
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
呼
ぶ
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て

は
未
知
の
広
大
な
大
陸
に
相
当
す
る
二
五

。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
以
前
に
お
い
て
も
、

『
ホ
メ
ロ
ス
讃
歌
』
に
地
理
的
な
概
念
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
へ
の
言
及
が

あ
り
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
地
理
的
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
）
」
の
一
番
古
い
用
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
地
理
的
な
概
念
が

は
っ
き
り
し
な
い
二
六

。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
記
述
し
た
ペ
ル
シ
ャ
戦
争
で
は
、

ギ
リ
シ
ャ
が
代
表
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ペ
ル
シ
ャ
が
代
表
す
る
ア
ジ
ア
の

境
界
は
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
ス
（
ボ
ス
ポ
ラ
ス
・
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
）
に
あ

り
、
ギ
リ
シ
ャ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
、
表
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ロ

ド
ト
ス
に
よ
っ
て
漠
然
と
示
さ
れ
た
広
大
な
範
囲
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

概
念
の
変
遷
の
歴
史
は
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
変
化

の
歴
史
と
し
て
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
理
的
な
概
念
を
表
す
「
エ
ウ

ロ
ー
ペ
ー
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
が
、
古
典
ラ
テ
ン
語
と
中
世
ラ
テ
ン
語

に
借
用
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
近
代
諸
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
日
本
語
の
「
欧

州
」
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。
言
語
使
用
者
の
観
点
の
違
い
に
よ
っ
て
「
エ
ウ

ロ
ー
ペ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
次
第
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。「
エ
ウ
ロ
ー
パ
イ
オ
イ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
」
の
占
拠
す

る
場
所
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
あ
る
。
現
代
の
欧
州
連
合
に
、
他
の
「
エ

ウ
ロ
ー
パ
イ
オ
イ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
」
で
あ
る
東
欧
の
人
々
を
排
除
し

て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
名
称
を
占
有
す
る
権
利
が
あ
る
の
か
ど
う
か

定
か
で
は
な
い
。

他
方
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
常
識
に
よ
れ
ば
、「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」と

は
有
名
な
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
王
女
の
名
前
で
も
あ
る
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
王
ア
ゲ

ノ
ー
ル
（
あ
る
い
は
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
）
の
娘
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
が
、
仲
間
の

少
女
達
と
浜
辺
で
遊
ん
で
い
た
時
の
こ
と
、
優
し
い
牡
牛
の
姿
を
取
っ
て

現
れ
た
ゼ
ウ
ス
に
誘
拐
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
（
ヘ
ラ
ス
）
の
一
部
で
あ
る
ク

レ
タ
島
に
連
れ
去
ら
れ
、
そ
こ
で
彼
女
は
ゼ
ウ
ス
に
よ
っ
て
名
だ
た
る
英

雄
達
（
ミ
ノ
ス
、
サ
ル
ペ
ド
ン
、
ラ
ダ
マ
ン
テ
ュ
ス
）
の
母
と
な
っ
た
と

い
う
。
こ
の
有
名
な
物
語
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
時
代
の
牧
歌
詩
人
モ
ス

コ
ス
に
由
来
す
る
二
七

。
こ
の
略
奪
の
話
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
も
知
ら
れ
て
い

た
二
八

。
モ
ス
コ
ス
に
よ
る
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
略
奪
の
物
語
は
古
代
ロ
ー
マ
の

詩
人
達
や
近
代
の
通
俗
神
話
物
語
作
家
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
語
ら
れ
た
。

こ
の
ゼ
ウ
ス
に
よ
っ
て
略
奪
さ
れ
た
フ
ェ
ニ
キ
ア
王
女
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
が

地
理
学
的
な
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
の
直
接
の
語
源
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い

も
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
こ
の
語
源
に
関
し
て
疑
念
を
表
明
し
て
い
る

よ
う
に
（IV

45

）
、
そ
も
そ
も
ア
ジ
ア
の
一
部
で
あ
る
シ
リ
ア
の
浜
辺
か

ら
略
奪
さ
れ
た
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
少
女
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
の
名
前
と
、
現
代
の
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欧
州
連
合
に
よ
っ
て
（
部
分
的
に
）
代
表
さ
れ
る
地
理
的
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
欧
州
）
」
の
名
前
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
り
え
た
の
だ

ろ
う
か
。
最
も
西
洋
的
な
名
前
で
あ
る
は
ず
の
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
）
」
が
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
シ
リ
ア
か
ら
誘
拐
さ
れ
た
フ
ェ
ニ
キ
ア

王
女
の
名
前
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
に
は
、
い
さ
さ
か
戸
惑
い
を
感
じ
ざ

る
を
え
な
い
。

ゼ
ウ
ス
が
「
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
の
娘
」
か
ら
ミ
ノ
ス
と
ラ
ダ
マ
ン
テ
ュ
ス

を
も
う
け
た
と
い
う
話
は
す
で
に
ホ
メ
ロ
ス
の
作
と
し
て
伝
わ
る
『
イ
ー

リ
ア
ス
』(xiv

321−322

）
に
語
ら
れ
て
お
り
、
類
似
す
る
伝
承
の
古
さ
が

裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
詩
人
は
、
自
分
の
妻
ヘ
ラ

（
ヘ
ー
レ
ー
）
に
彼
女
の
セ
ッ
ク
ス
ア
ピ
ー
ル
が
以
前
に
関
係
を
持
っ
た

他
の
い
か
な
る
女
達
の
そ
れ
を
も
上
回
る
こ
と
を
述
べ
る
ゼ
ウ
ス
を
使
っ

て
、
か
つ
て
ゼ
ウ
ス
が
恋
心
を
抱
い
た
女
性
達
（xiv

312−328

）
を
列
挙

さ
せ
、
そ
の
中
に
「
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
の
娘
」
を
並
べ
て
い
る
だ
け
で
、
「
エ

ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
と
い
う
具
体
的
な
名
前
は
用
い
て
い
な
い
。
ゼ
ウ
ス
が
牡

牛
に
変
身
し
た
と
い
う
略
奪
の
手
口
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

沈
黙
は
必
ず
し
も
詩
人
が「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」と
い
う
名
前
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
し
な
い
し
、
ゼ
ウ
ス
が
牡
牛
に
変
身
し
て
略
奪
し
た
と
い

う
物
語
を
必
ず
し
も
詩
人
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
も

そ
も
こ
の
場
面
で
そ
う
し
た
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
逆
効
果
で
あ
る
。
と

も
か
く
、
こ
こ
で
最
も
貴
重
な
情
報
は
、「
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
の
娘
」
が
ミ

ノ
ス
と
ラ
ダ
マ
ン
テ
ュ
ス
と
い
う
ク
レ
タ
島
の
英
雄
の
母
と
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
ゼ
ウ
ス
と
「
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
の
娘
」
の
「
結

婚
」
が
英
雄
崇
拝
の
一
部
と
し
て
ク
レ
タ
島
で
祭
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が

推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
詩
人
が
語
る
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー

は
オ
リ
エ
ン
ト
よ
り
ク
レ
タ
島
に
お
け
る
伝
承
に
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と

に
な
る
二
九

。
実
際
、
ホ
メ
ロ
ス
に
言
及
さ
れ
る
「
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
」
は
フ
ェ

ニ
キ
ア
人
で
は
な
い
し
、「
カ
ド
モ
ス
」
と
い
う
名
前
も
ま
だ
ホ
メ
ロ
ス

に
は
登
場
し
な
い
。
従
っ
て
、
ホ
メ
ロ
ス
の
「
フ
ォ
イ
ニ
ク
ス
の
娘
」
は

必
ず
し
も
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
モ
ス
コ
ス
の
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
と
は
一
致
し

な
い
し
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
地
理
的
概
念
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
で
も
な
い
。

エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
と
い
う
名
前
が
ヘ
シ
オ
ド
ス
と
ピ
ン
ダ
ロ
ス
に
言
及
さ
れ

て
い
る
が
三
〇

、
こ
れ
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
別
の
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
と
い
う
名
前
の

女
性
あ
る
い
は
女
神
は
お
そ
ら
く
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
大
勢
の
な
か
の
一
番
有
名
な
女
性
が
フ
ェ
ニ
キ
ア
王
の
娘
エ
ウ
ロ
ー

ペ
ー
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ど
の
神
話
的
な
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
が
ヘ

ロ
ド
ト
ス
に
始
ま
る
地
理
学
的
名
称
に
な
っ
た
の
か
、
ど
の
神
話
的
な
エ

ウ
ロ
ー
ペ
ー
が
現
代
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
語
源
な
の
か
、
あ
る
い
は
最

初
か
ら
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
は
地
理
的
名
称
で
あ
っ
て
、
後
か
ら
神
話
化
さ
れ

た
の
か
、
本
当
は
古
代
人
に
さ
え
良
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
学
的
な
意
味
（
本
来
の
意
味
）

に
よ
っ
て
神
話
学
的
推
測
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
三
一

。
ギ
リ

シ
ャ
語
のE

urôpê

は
、
二
つ
の
語
根
（eur−

+
ôp−

）
と
ひ
と
つ
の
接
尾

辞
（−ê

）
か
ら
形
成
さ
れ
た
複
合
語
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
接
尾
辞−ê
は
ギ
リ
シ
ャ
語
（
イ
オ
ニ
ア
・
ア
ッ
テ
ィ
カ
方
言
）
の
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名
詞
・
形
容
詞
の
女
性
形
の
主
格
語
尾
で
、
ラ
テ
ン
語
の−a

や
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
の−a

と
対
応
す
る
印
欧
語
文
法
の
要
素
（*−eH

2

）
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、−op−

（−op−

）
は
「
見
る
、
見
え
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

印
欧
語
起
源
の
語
根
（*okw

）
で
三
二

、
ギ
リ
シ
ャ
語
のoph−thalm

os

「
目
」、op−sis
「
見
る
こ
と
」、K

ukl−ops

「
（
一
つ
目
巨
人
）
キ
ュ
ク
ロ

プ
ス
」、
ラ
テ
ン
語
のoc−ulus

「
目
」、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のak−s. i−

「
目
」
に
も
見
ら
れ
る
要
素
と
比
較
で
き
る
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
難
し
い
の
はE

ur−

部
分
の
解
釈
で
あ
ろ

う
。
こ
のeur−

を
「
エ
ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
ー
」「
エ
ウ
リ
ュ
ク
レ
イ
ア
」
な

ど
に
見
ら
れ
る
印
欧
語
起
源
の
形
容
詞euru

（s

）「
広
い
、
大
き
い
」（
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のuru−

「
広
い
、
大
き
い
」
参
照
）
に
関
係
づ
け
よ
う

と
す
る
試
み
も
あ
る
が
、
こ
の
解
釈
はE

urôpê

に
お
け
る−u−

の
消
失

を
説
明
で
き
な
い
。
そ
の
他
の
複
合
語
に
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
、（euru−

anaks,
euru−alos,

euru−aikhm
as

）
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
歴
史
音
声
学
に
従

う
限
り
こ
の−u−

は
消
失
し
な
い
は
ず
で
あ
る
三
三

。
従
っ
て
、E

urôpê

を
ギ
リ
シ
ャ
語
（
従
っ
て
印
欧
語
）
語
根
だ
け
か
ら
な
る
複
合
語
「
大
き

い
目
の
女
」
と
解
釈
す
る
仮
説
に
は
困
難
が
あ
る
。

あ
る
い
は
、E

urôpê

は
形
容
詞eurôpos

の
女
性
形
で
あ
り
、
大
地
を

意
味
す
るgê

（=
gaia

）
が
省
略
さ
れ
た
言
い
方
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
実
際
、E

urrôpos

と
い
う
名
前
の
町
が
存
在
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
古
代
末
期
の
『H

esykios

辞
書
』

に
引
用
さ
れ
た
形
容
詞europôs

の
定
義
が
解
釈
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『H

esykios

辞
書
』の
定
義
に
よ
れ
ば
（epsilon

7166

）
、

形
容
詞eurôpos

はskoteinos

「
暗
い
」
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
、E

urôpê
=
E
urôpê

(gê
)

と
は
本
来
「
暗
い
大
地
（
暗
く
見
え
る

大
地
）
」を
意
味
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合eurôp−

と
い
う
語
幹
（
あ

る
い
は
語
根
）
が
印
欧
語
に
遡
る
ギ
リ
シ
ャ
要
素
を
含
ん
で
い
る
の
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
暗
い
（
大
地
）
」
を
意
味
す
る
要

素
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
本
来
的
に
地
理
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
レ
タ
島
の
よ
う
な
島
か
ら
見
て
ギ
リ

シ
ャ
本
土
（
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
）
が
暗
く
、
黒
く
見
え
た
の
か
、
あ

る
い
は
オ
リ
エ
ン
ト
（
太
陽
が
昇
る
方
角
）
か
ら
見
て
、
太
陽
の
沈
む
方

角
（
オ
ク
シ
デ
ン
ト
）
が
「
暗
い
」
と
思
え
た
の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ

う
。
こ
の
二
者
択
一
の
問
題
に
対
し
て
、
第
一
に
『H

esykios

辞
書
』
に

よ
るE

urôpê

の
定
義
が
回
答
を
与
え
て
く
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『H

esykios

辞
書
』
に
よ
れ
ば
（epsilon

7164

）
、E

urôpê

はkhôra
tês
duseôs

「
（
太

陽
が
）
没
す
る
土
地
」だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
セ
ム
系
の
言
語
で「
西
」

を
表
す
単
語
と
の
類
似
性
が
決
定
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
く
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
日
没
、
西
」
の
こ
と
を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で

'êrêb

、
ア
ッ
カ
ド
語
でerêb

（

）
と
呼
ぶ
。
こ
こ
か
ら
直
ち
に
ギ
リ

シ
ャ
語
の
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
が
セ
ム
系
の
外
来
語
で
あ
る
と
結
論
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
の
語
源
が
「
大

き
な
目
を
持
っ
た
少
」
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
「
太
陽
が
没
す
る
西
側
の

大
地
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
良
さ
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、

「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
に
お
い
て
、
ラ
テ
ン
語
のocci-

dens
「
太
陽
が
沈
む
西
側
の
大
地
」
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
少
女
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エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
に
関
す
る
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
大
陸
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
は
切

り
離
し
て
考
え
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
反
対
に
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
と
い
う
名
前
が
オ
リ
エ
ン
ト
と

ア
ジ
ア
と
、
セ
ム
系
言
語
（
例
え
ば
フ
ェ
ニ
キ
ア
語
）
に
近
づ
い
て
い
く
。

﹇
３
﹈
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
ギ
リ
シ
ャ
精
神

フ
ェ
ニ
キ
ア
の
王
女
「
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
」
が
牡
牛
の
背
に
乗
っ
て
オ
リ

エ
ン
ト
か
ら
や
っ
て
来
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
さ
て
お
き
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
文
化
に
と
っ
て
、
ひ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
西
洋
の
言
語
文
化
の
将

来
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
要
素
が
や
っ
て
き
た
の
も
、
実
は
セ
ム
系
の

フ
ェ
ニ
キ
ア
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

文
字
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
（H

erodotos,V
57

）
、
こ
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
が
ギ
リ
シ
ャ
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア

人
が
（
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
の
兄
弟
で
あ
る
）
カ
ド
モ
ス
と
共
に
ギ
リ
シ
ャ
に

移
住
し
て
来
た
と
き
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
古
代
人
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

文
字
の
こ
と
を
「
カ
ド
モ
ス
の
文
字
」
と
呼
ん
で
い
た
（H

erodotos,V

59

）
。
ギ
リ
シ
ャ
語
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
字
母
の
形
と
名
前
が
フ
ェ
ニ
キ

ア
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
由
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
現
代
の
学
者
の
間
で

も
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
名
前
の
み
な
ら
ず

古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
化
を
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的
伝
統
を
後
代
に

伝
承
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
さ
え
も
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
外
、
セ
ム
系
民
族
か
ら
や
っ
て
来
た
文
化
的
伝
承
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
今
日
我
々
が
使
用
す
る
形
態
と
し
て
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文

字
が
別
の
意
味
で
ギ
リ
シ
ャ
人
の
発
明
で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
人

は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
っ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
重

要
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
文
字
は
母
音

を
表
現
す
る
記
号
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
三
四

、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
フ
ェ
ニ

キ
ア
文
字
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
語
の
子
音
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
文
字
を

採
用
し
た
後
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
文
字
の
中
で
ギ
リ
シ
ャ
語
の
子
音
を
表
す
た

め
に
不
要
な
幾
つ
か
の
子
音
を
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
母
音
を
表
現
す
る
た
め

に
利
用
し
た
三
五

。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
発
明
し
た
の
は
ギ
リ
シ
ャ
人
で
は

な
か
っ
た
が
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
か
ら
伝
承
し
た
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
自
己
の
言
語
に
合
わ
せ
て
改
造
し
、
体
系
化
し
、
合
理
化
し
た
。

こ
れ
も
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
る
伝
統
の
伝
承
と
実
現
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
導
入
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
文
化
的
、
精
神
的

断
絶
を
意
味
し
た
か
は
常
に
問
題
で
あ
る
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
を
他
の
文

明
か
ら
区
別
す
る
諸
要
素
を
少
な
く
と
も
「
目
に
見
え
る
も
の
」
に
し
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ャ
語
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
発
明
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
紀
元
前
九
〜
八
世
紀
中
葉
の
或
る
日
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、「
目
に
見
え
る
も
の
」
と
な
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
語
文
化
の
伝
統
が
、
文

字
を
通
し
て
学
ば
れ
る
と
い
う
形
で
世
代
と
民
族
と
言
語
の
違
い
を
越
え

て
伝
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
が
ほ
ぼ
現
在
我
々
が
目

に
し
て
い
る
形
に
完
成
し
た
（
口
承
詩
と
し
て
発
展
を
止
め
固
定
さ
れ

た
？
）
の
が
同
じ
歴
史
的
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
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ト
の
導
入
と
（
本
来
完
成
し
な
い
は
ず
の
）
口
承
文
芸
の
「
完
成
」
と
が

無
関
係
で
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
三
六

。

ギ
リ
シ
ャ
語
を
表
記
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
最
も
古
い
文
字
体
系
は
、

線
文
字
Ｂ
を
含
む
ミ
ノ
ア
・
ミ
ュ
ケ
ー
ナ
イ
文
書
の
表
記
体
系
で
あ
る
。

こ
れ
は
非
常
に
複
雑
な
音
節
文
字
（
線
文
字
Ｂ
）
と
不
規
則
な
表
意
文
字

（
象
形
文
字
）
の
混
合
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
こ
の
表
記
体
系
は
王
宮
で

働
く
人
々
の
専
門
知
識
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
単
純
な

線
文
字
Ｂ
が
文
学
的
用
途
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

ミ
ノ
ア
・
ミ
ュ
ケ
ー
ナ
イ
文
書
の
表
記
体
系
の
伝
承
は
お
そ
ら
く
紀
元
前

十
二
世
紀
ご
ろ
に
は
途
絶
え
、
文
学
的
伝
承
を
後
代
に
残
さ
な
か
っ
た
三
七

。

そ
れ
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
人
が
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
か
ら
獲
得
し
た
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
の
独
自
性
は
、
第
一
に
そ
の
単
純
さ
と
、
第
二
に
そ
れ

が
前
提
に
し
て
い
る
特
徴
的
思
考
様
式
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ギ
リ

シ
ャ
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
理
論
的
に
人
間
が
発
音
で
き
る
全
て
の

文
章
を
二
十
数
個
の
限
ら
れ
た
要
素
（
母
音
と
子
音
）
に
分
解
す
る
。
こ

の
二
十
数
個
と
い
う
数
は
、
誰
に
で
も
短
時
間
で
経
験
し
学
ぶ
こ
と
の
出

来
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に

�

�

限
定
さ
れ
た
要
素
だ
け
か
ら
ふ
た
た
び
人
間
が
発
音
で
き
る
全
て
の
文
章

全
体
と
無
限
の
意
味
を
構
成
で
き
る
と
い
う
（
実
際
に
そ
う
で
あ
る
か
ど

う
か
は
問
題
だ
が
）
基
本
的
発
想
を
前
提
に
し
て
い
る
。
個
々
の
音
が
何

を
意
味
す
る
か
と
い
う
点
を
完
全
に
無
視
し
た
抽
象
的
記
号
体
系
と
し
て
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
一
種
の
数
記
号
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
実
際
イ
オ
ニ

ア
地
方
（
ミ
レ
ト
ス
）
の
ギ
リ
シ
ャ
人
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
十
進
法
の

数
記
号
と
し
て
も
使
用
し
て
い
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
構
成
す
る
個
々

の
要
素
は
、
単
純
不
可
分
で
抽
象
的
な
性
質
を
備
え
て
い
る
。
と
り
わ
け

母
音
記
号
の
発
明
に
よ
っ
て
初
め
て
母
音
か
ら
判
明
に
区
別
さ
れ
た
子
音

は
、
理
論
上
単
体
と
し
て
発
音
で
き
な
い
抽
象
的
要
素
で
あ
り
な
が
ら
、

母
音
と
の
合
成
に
よ
っ
て
具
象
性
を
獲
得
す
る
。
母
音
記
号
と
の
合
成
可

能
性
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
抽
象
性
は
隠
ぺ
い
さ
れ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

子
音
は
あ
た
か
も
目
に
見
え
る
具
象
的
な
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ギ

リ
シ
ャ
語
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
発
明
に
、
後
に
現
れ
る
ア
ト
ミ
ズ
ム
や
四

元
素
説
の
図
式
に
共
通
の
特
徴
的
思
考
様
式
が
（
た
と
え
潜
在
的
に
で

あ
っ
て
も
）
先
取
り
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
抽
象

性
と
平
易
さ
に
お
い
て
、
合
理
性
と
形
式
性
に
お
い
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
文
字
が
ギ
リ
シ
ャ
に
始
ま
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的＝

西
洋
的
な
」
合
理
的

思
考
の
最
初
の
具
現
化
、現
実
化
で
あ
る
と
言
え
る
。こ
れ
を
「
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
的
思
考
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
の
発

明
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
前
提
に
し
て
い
る
思
考
様
式
の
成
功
が
ギ
リ

シ
ャ
の
精
神
構
造
に
及
ば
し
た
と
思
わ
れ
る
影
響
か
ら
は
じ
め
て
、
ギ
リ

シ
ャ
的
な
理
性
（logos

）
と
思
考
法
の
特
徴
を
あ
る
程
度
概
観
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
発
明
が
そ
の
平
易
さ
に
よ
り
文
字
使
用
を
（
権
利

上
）
全
て
の
人
々
の
使
用
に
解
放
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
は
二
つ

の
散
文
ジ
ャ
ン
ル
を
獲
得
し
た
と
言
え
る
三
八

。
歴
史
と
哲
学
で
あ
る
。
そ

れ
以
前
の
言
語
文
化
に
お
い
て
伝
統
的
知
識
の
伝
承
と
実
現
は
、
専
門

的
・
職
業
的
技
術
者
で
あ
る
詩
人
が
韻
律
と
音
楽
と
独
特
の
口
承
技
法
に
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よ
っ
て
実
現
す
る
詩
歌
の
伝
統
に
頼
っ
て
い
た
。
誰
で
も
が
口
承
に
よ
る

知
識
の
担
い
手
に
な
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
無
か
っ
た
。
ソ
ロ
ン
の
よ
う

な
賢
者
が
成
文
法
の
起
草
者
と
な
っ
た
が
、
ソ
ロ
ン
は
同
時
に
エ
レ
ゲ
イ

ア
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
散
文
（
歴
史
と
哲
学
）
と
詩
歌
の
違
い
は
単
な
る

文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
で
は
な
か
っ
た
。
詩
人
が
歌
う
伝
統
的
知
識
と
は
、

主
に
神
々
と
、
冥
界
の
住
人
と
、
英
雄
と
過
去
の
人
間
達
に
関
す
る
知
識

で
あ
っ
た
。
（
し
ば
し
ば
盲
と
し
て
表
象
さ
れ
る
）
詩
人
が
伝
え
る
こ
う

し
た
超
自
然
的
知
識
の
正
し
さ
を
保
証
す
る
の
は
、
ゼ
ウ
ス
の
娘
ム
ー
サ

達
と
し
て
神
格
化
さ
れ
た
口
承
の
伝
統
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
人
は
神
々
や

過
去
の
人
々
を
直
接
観
察
に
よ
っ
て
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

が
神
々
や
過
去
の
人
々
と
な
っ
て
語
る
（
ミ
メ
ー
シ
ス
）
。
そ
し
て
、
聴

衆
が
そ
れ
ら
の
神
々
や
過
去
の
人
々
と
同
一
化
す
る
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

詩
人
は
、
神
々
と
過
去
の
人
間
達
と
い
う
超
越
的
存
在
と
現
実
世
界
に
あ

る
聴
衆
と
を
ム
ー
サ
の
霊
感
に
よ
っ
て
媒
介
し
、
父
祖
伝
来
の
行
動
様
式

を
保
存
し
伝
え
る
本
質
的
に
教
育
的
か
つ
宗
教
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
口

承
文
学
ホ
メ
ロ
ス
が
ギ
リ
シ
ャ
人
の
教
師
と
言
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う

な
次
第
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
ギ
リ
シ
ャ
人
は
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト

ス
）
の
正
し
さ
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
解
放
さ
れ
た
技
術
、
非
専
門
的
教
養
と
し
て
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
読
み
書
き
で
き
る
ギ

リ
シ
ャ
人
が
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
知
識
と
は
、
ち
ょ
う
ど
二
十

数
個
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
実
際
に
自
分

の
肉
眼
で
日
常
的
に
見
て
触
っ
て
数
え
て
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
る
物
質

的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
が
最
初
に
導
入
さ
れ
た
イ

オ
ニ
ア
地
方
は
、
商
工
業
が
早
く
か
ら
発
展
し
た
地
方
で
あ
っ
た
が
、
そ

こ
に
「
水
」「
空
気
」「
火
」
と
い
っ
た
可
観
的
・
可
触
的
・
計
量
的
要
素

を
半
ば
抽
象
化
し
た
存
在
を
万
物
の
根
元
と
考
え
る
「
最
初
の
哲
学
」
が

誕
生
し
た
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ら
存
在
の
根
源
的
要
素
は
ギ

リ
シ
ャ
語
で
ス
ト
イ
ケ
イ
オ
ン
（
要
素
）
と
呼
ば
れ
た
が
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
文
字
の
字
母
も
ま
さ
に
ス
ト
イ
ケ
イ
オ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
文
字
と
経
験
的
な
思
考
に
慣
れ
親
し
み
、
哲
学
的
・
歴
史
的
な
思
考

を
身
に
つ
け
た
人
々
に
と
っ
て
、
具
体
的
な
証
拠
を
目
に
見
え
る
形
で
表

現
し
な
い
古
来
の
詩
人
は
、
夢
想
家
か
「
嘘
吐
き
」
に
他
な
ら
な
い
。
有

益
な
経
験
的
知
識
と
「
役
に
立
た
な
い
文
学
」
と
い
う
近
代
的
な
対
立
図

式
を
最
初
に
作
っ
た
の
も
、
こ
の
時
代
の
ギ
リ
シ
ャ
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

父
祖
伝
来
の
オ
リ
ン
ポ
ス
多
神
教
崇
拝
に
つ
い
て
、
辛
辣
な
ク
セ
ノ
パ
ネ

ス
は
、
ホ
メ
ロ
ス
や
ヘ
シ
オ
ド
ス
は
人
間
に
お
い
て
は
不
正
と
考
え
ら
れ

る
あ
ら
ゆ
る
罪
を
神
々
に
帰
し
て
い
る
と
言
い
、
も
し
牛
や
馬
な
ど
が
手

を
持
っ
て
い
て
人
間
の
よ
う
に
絵
を
描
く
こ
と
が
出
来
た
と
し
た
ら
、
自

分
た
ち
に
似
せ
て
馬
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
牛
の
よ
う
な
神
々
を
描
い
た

で
あ
ろ
う
と
も
言
い
放
ち
、
口
承
伝
承
の
担
い
手
で
あ
る
詩
人
を
批
判
し

た
。
反
対
に
、
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
『
神
統
記
（
テ
オ
ゴ
ニ
ア
）
』
の
中
で
、

ム
ー
サ
達
が
、「
自
分
た
ち
は
多
く
の
真
実
に
似
た
虚
偽
を
語
る
こ
と
も
、

望
め
ば
真
実
を
歌
う
こ
と
も
出
来
る
（T

heognia
27−28

）」
と
豪
語
す
る

の
は
、
口
承
伝
承
の
側
か
ら
の
発
言
で
あ
ろ
う
。

イ
オ
ニ
ア
地
方
が
そ
の
一
部
で
あ
る
小
ア
ジ
ア
の
エ
ー
ゲ
海
岸
は
、
ギ

最初のヨーロッパとヨーロッパ人に関するノート
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リ
シ
ャ
が
最
初
に
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
幾
何
学
、
天
文
学
、
医
学
な
ど
の
技

術
的
知
識
を
導
入
し
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
科
学
と
技
術
の
分

野
に
も
、
ギ
リ
シ
ャ
人
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
も
た
ら
し
た
の
と
類
比
的

な
変
更
が
、す
な
わ
ち
体
系
化
と
合
理
化
が
観
察
さ
れ
る
。古
代
ギ
リ
シ
ャ

人
の
科
学
が
本
質
的
に
論
証
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
に
述
べ
た
が
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
人
は
理
性
的
な
言
論
・
思
考
（
ロ
ゴ
ス
）
に
よ
っ
て
自
然
を
支

配
す
る
よ
り
人
間
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
と
言
わ
れ
る
。「
ポ
リ
ス
的
動

物
た
る
」
ギ
リ
シ
ャ
人
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
自
然
を
要
素
に

分
解
し
、
体
系
化
し
、
説
明
し
、
論
証
し
、
こ
れ
に
よ
り
何
よ
り
人
間
（
市

民
）
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ゼ
ウ
ス
は
自
分
自
身
よ
り
賢
い
息
子

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、最
初
の
妻
で
あ
る
女
神
メ
ー
テ
ィ
ス
（
知
恵
）

を
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
女
神
ア
テ
ネ
ー
は
ゼ
ウ
ス
の
頭
を
自
ら

割
っ
て
誕
生
し
た
。
明
晰
に
認
識
す
る
こ
と
は
支
配
す
る
こ
と
で
あ
る
。

女
神
メ
ー
テ
ィ
ス
を
呑
み
込
む
と
い
う
こ
と
は
、
知
識
の
独
占
と
隠
ぺ
い

を
象
徴
す
る
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
、
ゼ
ウ
ス
や
ミ
ノ
ア
・
ミ
ュ
ケ
ー

ナ
イ
文
字
の
知
識
の
保
持
者
達
の
よ
う
に
知
識
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
支

配
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
女
神
ア
テ
ネ
ー
が
ゼ
ウ
ス
の
頭
を
割
っ
て
飛

び
出
し
た
よ
う
に
、
知
識
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
的
思
考
が
万
人
に
解
放

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
権
が
（
理
論
上
）
市
民
全
体
に
解
放
さ
れ

た
。
貴
族
階
級
だ
け
が
掌
握
し
て
い
た
伝
統
的
口
承
知
識
と
し
て
の
慣
習

法
や
そ
の
他
の
有
用
な
知
識
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
に
よ
っ
て
成
文
化

さ
れ
、
市
民
全
体
に
と
っ
て
「
見
え
る
も
の
」「
有
益
な
も
の
」
と
な
っ

た
事
と
、
究
極
的
に
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
至
る
政
治
的
な
解
放
の
運
動
と

は
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、
目
に
見
え
る
文
字

に
よ
っ
て
ロ
ゴ
ス
を
明
る
み
に
解
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は

様
々
な
領
域
に
支
配
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
ロ
ゴ
ス
そ
の
も
の

の
解
放
に
よ
っ
て
、
支
配
（
ア
ル
ケ
ー
）
と
権
力
（
ク
ラ
ト
ス
）
が
市
民
に

解
放
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
支
配
は
解
放
さ
れ
た
知
識
に
よ
る
支
配
で

あ
り
、
経
験
的
知
識
と
言
論
の
能
力
を
求
め
る
努
力
が
無
け
れ
ば
存
続
し

な
い
も
の
で
あ
る
。
紀
元
前
五
世
紀
の
古
代
ア
テ
ナ
イ
市
民
達
が
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
発
達
と
同
時
進
行
的
に
経
験
的
知
識
と
弁
論
の
技
術
を
争
っ
て

求
め
た
の
は
そ
の
よ
う
な
次
第
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
ホ
メ
ロ
ス
の
よ
う
な

吟
唱
詩
人
が
小
ア
ジ
ア
の
イ
オ
ニ
ア
地
方
か
ら
や
っ
て
来
て
、
本
土
に
口

承
の
知
識
を
広
め
た
よ
う
に
、
紀
元
前
五
世
紀
後
半
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
達
が

合
理
的
知
識
を
携
え
小
ア
ジ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
都
市
か
ら
ア
テ
ナ
イ
に
や
っ

て
来
て
、
か
つ
て
の
ホ
メ
ロ
ス
と
類
比
的
な
教
育
的
・
哲
学
的
役
割
を
果

た
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ゴ
ス
（
言
論
・
理
性
・
理
論
）
に
よ
っ
て
自
然
を
支
配
す
る
と
い
う

よ
り
、
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
人
間
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
、
ポ
リ
ス

的
動
物
の
傾
向
が
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
お
い
て
は
競
技
（
ア
ゴ
ー
ン
）
精
神

の
も
と
に
現
れ
る
。「
競
技
（
ア
ゴ
ー
ン
）
」
と
は
「
戦
い
（
ア
ゴ
ー
ン
）
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
参
加
す
る
も
の
は
同
じ
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
、
公
平
な

立
場
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
競
技
も
戦
い

も
成
立
し
な
い
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
的
な
営

為
が
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
一
種
の
競
技
と
し
て
、
戦
い
と
し
て
組
織

さ
れ
て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
も
詩
歌
も
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
祭
の
演
劇
（
ギ
リ
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シ
ャ
の
演
劇
は
全
て
詩
で
書
か
れ
て
い
る
）
も
競
技
と
し
て
行
わ
れ
た
。

現
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
の
起
源
が
ギ
リ
シ
ャ
に
あ
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
競
技
（
ア
ゴ
ー
ン
）
と
い
う
言
葉
が
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
で
は
裁
判
（
ア
ゴ
ー
ン
）
も
意
味
す
る
単
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
（
ア
テ
ネ
）
で
行

わ
れ
て
い
た
裁
判
は
、
原
告
と
被
告
が
そ
れ
ぞ
れ
交
互
に
二
回
の
弾
劾
演

説
と
弁
明
演
説
を
お
こ
な
い
、
市
民
団
か
ら
籤
で
選
出
さ
れ
た
陪
審
員
が

判
決
を
投
票
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
も

二
部
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
原
告
の
演
説
も
同
様
に
二
部
存
在
し
た
は
ず

で
あ
る
。古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の
裁
判
は
言
論
の
競
技
（
ア
ゴ
ー
ン
）
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
弾
劾
演
説
と
弁
護
演
説
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
国
家
の
政

策
を
決
定
す
る
投
票
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
民
会
演
説
も
同
様
に
、
市
民

の
同
意
を
得
る
た
め
の
競
技
（
ア
ゴ
ー
ン
）
と
考
え
ら
れ
る
。哲
学
的
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
で
さ
え
弁
論
の
一
種
で
あ
り
、
競
技
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
編
『
饗
宴
』
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
『
饗
宴
』
で

は
ア
ガ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
等
、
当
時
一
流
の
知
識

人
た
ち
が
エ
ロ
ー
ス
（
同
性
愛
の
神
）
を
巡
っ
て
、
誰
が
最
も
優
れ
た
称

賛
演
説
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
か
を
競
い
合
っ
た
。
ア
ゴ
ー
ン
と
い
う
ギ

リ
シ
ャ
語
の
単
語
は
、「
戦
い
」
も
意
味
す
る
と
上
に
述
べ
た
が
、
ヘ
ラ

ク
レ
イ
ト
ス
の
有
名
な
言
葉「
戦
い
が
全
て
の
父
、
全
て
の
王
で
あ
る
（
断

片
Ｂ
五
十
三
）
」
は
、
こ
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ャ
の
競
技
精
神
を
背
景
に
し

て
言
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
対
立
が
前

提
に
す
る
、
隠
さ
れ
た
共
通
の
理
法
（
ロ
ゴ
ス
）
で
あ
る
。
ロ
ゴ
ス
は
同

時
に
ア
ゴ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
こ
れ
以
上
分
解
で
き
な
い
最
小
の
要
素
に
ま
で
徹
底

的
に
分
解
し
、
か
つ
そ
の
最
小
の
要
素
か
ら
存
在
の
全
体
を
再
構
成
し
よ

う
と
す
る
、
い
わ
ば
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
化
さ
れ
た
合
理
的
思
考
態
度
を

持
っ
て
い
た
こ
と
、
公
開
さ
れ
た
場
で
の
競
技
（
ア
ゴ
ー
ン
）
と
し
て
展

開
さ
れ
る
言
論
（
ロ
ゴ
ス
）
に
よ
っ
て
行
為
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
と
は

裏
腹
に
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
自
己
の
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
も
十
分
に
把
握
で
き

な
い
未
知
な
る
世
界
に
対
し
て
開
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
あ
る

種
の
節
度
の
観
念
を
保
持
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
賢

者
が
「
過
ぎ
る
な
か
れ
」
と
言
う
と
き
、
ギ
リ
シ
ャ
の
自
由
の
精
神
が
法

律
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
と
き
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ア
ポ
ロ
ン
の
神
託

「
汝
自
身
を
知
れ
」
を
自
己
流
に
解
釈
し
た
と
き
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

常
に
中
庸
な
る
も
の
に
道
徳
的
価
値
を
見
い
だ
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
三

大
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
詩
人
が
合
唱
隊
に
人
間
の
限
界
と
不
確
か
さ
を
歌
わ
せ
、

傲
慢
（
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
）
を
避
け
る
べ
き
こ
と
を
悟
ら
せ
る
時
、
ア
リ
ス
ト

パ
ネ
ス
が
そ
の
厳
格
に
構
築
さ
れ
た
喜
劇
に
よ
っ
て
、
過
度
に
走
る
政
治

家
と
知
識
人
を
嘲
笑
す
る
と
き
、
説
得
の
術
で
あ
る
弁
論
術
が
知
識
の
集

積
の
み
な
ら
ず
時
機
（
カ
イ
ロ
ス
）
を
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
教
え
る

と
き
、
我
々
は
ギ
リ
シ
ャ
的
な
節
度
と
抑
制
の
精
神
を
見
い
だ
す
。
現
代

の
科
学
者
と
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
そ
の
科
学
的
知
識
と
応
用
に
お
い
て
ギ

リ
シ
ャ
の
子
孫
で
は
あ
っ
て
も
、
未
知
な
る
（
未
知
な
る
「
汝
自
身
」
を

内
包
す
る
）
世
界
全
体
に
対
し
て
節
度
と
抑
制
の
観
念
（
ソ
ー
フ
ロ
シ
ュ

ネ
ー
）
を
知
ら
な
け
れ
ば
ギ
リ
シ
ャ
の
本
当
の
子
孫
、
す
な
わ
ち
（
我
々
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が
伝
承
の
継
承
者
と
し
て
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
は
あ

り
え
な
い
。

こ
う
し
た
「
抑
制
と
調
和
」
の
思
想
の
現
れ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
ヒ

ケ
テ
イ
ア
ー
」
が
あ
る
。「
ヒ
ケ
テ
イ
ア
ー
」
は
一
般
に
「
嘆
願
」
と
訳

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
社
会
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
習

慣
で
、
絶
望
的
な
状
況
に
あ
る
者
、
迫
害
を
受
け
て
旅
す
る
者
（
し
ば
し

ば
外
国
人
）
、
あ
る
い
は
乞
食
の
よ
う
に
全
く
無
力
な
も
の
が
、
自
分
よ

り
有
力
な
人
間
や
神
に
す
が
り
援
助
を
求
め
る
行
為
を
示
す
。
こ
の
よ
う

な
極
限
状
況
に
あ
る
者
は
嘆
願
者
（
ヒ
ケ
テ
ー
ス
）
と
呼
ば
れ
、
嘆
願
者

の
守
り
神
ゼ
ウ
ス
（
ゼ
ウ
ス
・
ヒ
ケ
シ
オ
ス
）
の
庇
護
の
も
と
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
。
嘆
願
者
の
願
い
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
り
、
反
対
に
暴
力

を
加
え
た
り
す
る
者
に
は
、
ゼ
ウ
ス
に
よ
る
報
復
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う

信
仰
が
ギ
リ
シ
ャ
人
に
共
通
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
が
文
明
の
印
と
解
さ
れ

て
い
た
。
乞
食
に
変
装
し
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
を
歓
待
し
た
豚
飼
い
エ
ウ

マ
イ
オ
ス
が
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
に「
客
人
よ
、
た
と
え
お
ぬ
し
よ
り
も
っ

と
み
す
ぼ
ら
し
い
お
人
が
来
ら
れ
た
と
し
て
も
、
客
を
軽
ん
ず
る
の
は
わ

し
の
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
（
テ
ミ
ス
）
な
の
だ
。
他
国
か
ら
来
る
人
も
物

乞
い
も
、
み
な
ゼ
ウ
ス
の
遣
わ
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
な
（O

dysseia
X
iV

56−58

松
平
訳
）
」
と
言
う
。
こ
こ
に
外
国
人
と
い
う
未
知
の
者
に
対
す

る
開
か
れ
た
心
と
、
そ
れ
を
「
ゼ
ウ
ス
の
遣
わ
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
歓

待
す
る
ギ
リ
シ
ャ
精
神
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
の
精
神
が
、
単
な
る
善
意
と
い
う
恣
意
的
な
も
の
で
は
な
く
、
宗

教
的
な
強
制
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
嘆
願
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
ホ
ス
ト
側
を
危
機
状
態
に
導
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
詩
人
に
お
気
に
入
り
の
テ
ー
マ
を
提
供
し
た
（
例
え
ば
ア

イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
『
ヒ
ケ
テ
ィ
デ
ス
（
嘆
願
す
る
女
た
ち
）
』
な
ど
）
。

以
上
、
ロ
ゴ
ス
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
的
思
考
、
歴
史
、
哲
学
、
理
性
、
弁

論
、
成
文
法
、
論
証
的
科
学
）
、
ア
ゴ
ー
ン
（
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
戦
争
、

裁
判
、
演
説
、
平
等
の
精
神
、
弁
証
的
精
神
）
、
調
和
の
思
想
（
無
知
の

知
、
中
庸
、
抑
制
、
カ
イ
ロ
ス
、
ヒ
ケ
テ
イ
ア
ー
、
人
権
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
）
と
い
う
三
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
精
神
の
特
徴
を
ス

ケ
ッ
チ
し
て
み
た
。
こ
の
よ
う
な
要
素
が
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
精
神
と
し
て
後
代
に
伝
承
さ
れ
、
実
現
さ
れ
た
（
実
現
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
っ
た
）
。
西
洋
古
典
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
日
常
的
な
事

項
な
の
で
、
こ
れ
ら
が
過
去
の
一
つ
の
文
明
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
的
要
素
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
最
初
に
バ
ラ
ン
ス

良
く
体
現
し
た
人
物
は
誰
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
物
こ
そ
、
私
見
に
よ

れ
ば
西
洋
古
典
文
学
に
お
け
る
「
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
で
あ
る
。

﹇
４
﹈
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス

ホ
メ
ロ
ス
の
名
で
伝
わ
る
英
雄
叙
事
詩
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
に
「
模
範
的

な
英
雄
」
が
存
在
し
な
い
と
言
っ
た
ら
、
逆
説
に
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か
。

『
イ
ー
リ
ア
ス
』
に
お
け
る
最
大
の
英
雄
は
勿
論
ア
キ
レ
ウ
ス
で
あ
る
。

『
イ
ー
リ
ア
ス
』
は
ア
キ
レ
ウ
ス
の
「
怒
り
」
の
物
語
で
あ
る
。
一
人
の
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女
奴
隷
の
所
有
権
を
め
ぐ
り
ア
キ
レ
ウ
ス
が
全
軍
の
将
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
と

口
論
を
交
わ
し
、
激
怒
、
戦
列
を
退
く
（
第
一
歌
）
。
ア
キ
レ
ウ
ス
な
し

で
ギ
リ
シ
ャ
軍
に
勝
利
は
な
い
。
一
進
一
退
の
後
、
ギ
リ
シ
ャ
軍
は
劣
勢

と
な
る
（
第
八
歌
）
。
ア
キ
レ
ウ
ス
を
戦
列
に
復
帰
さ
せ
る
べ
く
使
節
団

が
組
織
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
失
敗
に
終
わ
る
（
第
九
歌
）
。
ア
キ
レ
ウ
ス

の
武
具
を
借
り
受
け
ア
キ
レ
ウ
ス
の
振
り
を
し
て
戦
う
親
友
パ
ト
ロ
ク
ロ

ス
が
敵
の
将
ヘ
ク
ト
ー
ル
に
討
ち
取
ら
れ
た
時
（
第
十
六
歌
）
、
ア
キ
レ

ウ
ス
が
戦
い
に
復
帰
す
る
こ
と
を
よ
う
や
く
決
意
す
る
（
第
十
九
歌
）
。

悲
し
み
と
憎
悪
に
燃
え
る
ア
キ
レ
ウ
ス
が
ヘ
ク
ト
ー
ル
を
殺
し
、
親
友
の

仇
を
取
る
。
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
死
体
に
対
す
る
陵
辱
（
第
二
十
二
歌
）
。
ア

キ
レ
ウ
ス
は
確
か
に
強
い
。
し
か
し
、
英
雄
の
模
範
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。

「
ネ
ス
ト
ー
ル
の
知
恵
」
に
代
表
さ
れ
る
熟
慮
と
知
恵
を
欠
い
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
年
齢
と
肉
体
に
よ
っ
て
は
る
か
昔
の
世
代
に
属
し
て
い
る
ネ

ス
ト
ー
ル
が
ギ
リ
シ
ャ
軍
に
存
在
す
る
の
は
専
ら
そ
の
熟
慮
と
知
恵
に
よ

る
。
ネ
ス
ト
ー
ル
は
英
雄
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
賢
者
で
あ
る
三
九

。
そ
の

他
の
登
場
人
物
は
、
全
軍
の
将
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
と
ヘ
レ
ネ
ー
の
夫
で
戦
争

発
起
人
の
メ
ネ
ラ
オ
ス
も
含
め
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
凡
庸
で
あ
る
。
ア

キ
レ
ウ
ス
の
武
勇
と
ネ
ス
ト
ー
ル
の
知
恵
を
併
せ
持
つ
模
範
的
英
雄
は
一

人
も
い
な
い
。『
イ
ー
リ
ア
ス
』
は
、
英
雄
時
代
末
期
に
お
け
る
父
祖
伝

来
の
価
値
を
実
現
す
る
こ
と
の
困
難
を
、
英
雄
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
危
機
を
描
い
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

英
雄
に
相
応
し
い
個
々
の
諸
性
質
で
は
必
ず
誰
か
に
凌
駕
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、『
イ
ー
リ
ア
ス
』
で
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
だ
け
が
知
恵
と
武
勇
に

お
い
て
一
種
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、『
オ

デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
性
格
は
、『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
性
格
と
は
か
な
り
異
な
る
。『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』の

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
誇
る
技
量
は
、「
嘘
を
つ
く
能
力
」「
他
を
欺
く
能
力
」

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
英
雄
で
あ
る
の
は
、
第
一
に
、

他
の
誰
よ
り
も
疑
り
深
い
が
ゆ
え
に
、
他
人
を
ナ
イ
ー
ブ
に
信
じ
る
事
が

無
く
、
決
し
て
誰
に
も
騙
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
性
質
に
よ
る
。
オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
神
の
言
葉
さ
え
容
易
に
信
用
し
な
い
（v

171−191,

333−364,xiii217−354

）
。『
イ
ー
リ
ア
ス
』
第
十
歌
で
は
ド
ロ
ー
ン
を

出
し
抜
き
、「
木
馬
の
計
略
」で
は
ト
ロ
イ
ア
戦
争
最
大
の
功
績
者
と
な
っ

た
が
、『
イ
ー
リ
ア
ス
』
で
は
「
嘘
吐
き
」
と
い
う
性
質
は
殆
ど
目
立
た

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
で
は
こ
の
性
格
が

最
大
限
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
最
も
賢
い
者
は
誰
か
」
と
い
う
意
識
化

さ
れ
た
問
い
が
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
の
中
で
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
け

れ
ど
、
全
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
そ
の
持
ち
前

の
疑
り
深
さ
と
嘘
を
つ
く
能
力
と
に
よ
っ
て
常
に
他
を
出
し
抜
く
こ
と
に

よ
っ
て
生
存
し
、
最
終
的
に
求
婚
者
殺
害
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
。
こ

の
英
雄
に
相
応
し
か
ら
ぬ
性
格
を
母
方
の
祖
父
、「
盗
み
と
誓
言
の
巧
み

さ
で
群
を
抜
く
男
」
ア
ウ
ト
リ
ュ
コ
ス
か
ら
継
承
し
た
こ
と
が
「
猪
狩
り

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（xix

381−466

）
」
か
ら
知
ら
れ
る
。
イ
ア
ソ
ン
や
テ
ー

セ
ウ
ス
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
よ
う
に
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
も
永
遠
に
試
練
を

掻
い
潜
る
英
雄
で
あ
る
が
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
試
練
は
「
知
」
の
試
練

で
あ
り
、
こ
の
「
知
」
に
よ
っ
て
生
存
と
求
婚
者
殺
害
の
目
的
を
勝
ち
取
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る
。
こ
の
意
味
で
オ
デ
ユ
ッ
セ
ウ
ス
は
単
な
る
「
悪
漢
」
や
「
ト
リ
ッ
ク

ス
タ
ー
」
で
は
な
い
。
延
長
さ
れ
た
試
練
の
連
続
ゆ
え
に
、
オ
デ
ュ
ッ
セ

ウ
ス
に
は
油
断
な
き
弛
ま
ぬ
努
力
と
進
歩
が
あ
る
。
忍
耐
と
知
恵
に
よ
り

存
続
と
目
的
達
成
に
向
か
う
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
姿
は
、
専
ら
非
現
実
的

な
世
界
で
自
己
の
名
誉
を
求
め
て
死
ん
で
い
く
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
英
雄

達
や
、
自
分
自
身
は
生
産
の
努
力
を
怠
り
な
が
ら
求
婚
と
い
う
口
実
の
も

と
不
在
者
の
財
産
を
浪
費
し
つ
つ
日
夜
宴
会
に
明
け
暮
れ
、
グ
ロ
テ
ス
ク

に
笑
う
求
婚
者
た
ち
（xx

345−357

）
の
姿
と
比
べ
対
照
的
で
あ
る
。

ま
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
知
恵
の
技
量
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る
点
は
、

そ
の
卓
越
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
自
ら
誇
る
こ
と
が
な
い
点
で
あ
る
。

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
技
量
を
隠
す
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
一
種
の
ア

イ
ロ
ニ
ー
に
は
す
で
に
、
古
典
期
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
先
取

り
す
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
謙
遜
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
傾
向
は
、『
オ

デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』に
お
い
て
さ
ら
に
誇
張
さ
れ
た
形
で
現
れ
る
。オ
デ
ュ
ッ

セ
ウ
ス
は
第
十
三
歌
で
故
郷
イ
タ
ケ
ー
に
た
ど
り
着
き
、
第
二
十
二
歌
で

求
婚
者
達
へ
の
復
讐
を
果
た
す
ま
で
惨
め
な
乞
食
を
演
じ
続
け
四
〇

、
勝
利

す
る
最
後
の
最
後
ま
で
正
体
を
明
か
さ
な
い
し
、
復
讐
を
遂
げ
た
後
も
勝

利
に
酔
っ
て
歓
喜
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
没
悲
劇
的
な「
平
和
な
死
」

が
テ
イ
レ
シ
ア
ス
の
予
言
（xi134−137

）
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
知
恵
と

忍
耐
の
試
練
に
よ
る
淘
汰
に
よ
っ
て
生
き
残
っ
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
英

雄
と
し
て
の
性
格
は
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
英
雄
の
そ
れ
で
は
な
い
。

英
雄
不
在
の
イ
タ
ケ
ー
と
父
を
探
す
テ
ー
レ
マ
コ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た

『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
第
一
〜
四
歌
の
後
、
第
五
歌
に
お
い
て
初
め
て
本

来
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
物
語
が
始
ま
る
。
こ
の
最
初
の
登
場
場
面
か
ら
、

我
々
の
英
雄
は
、
仲
間
を
全
て
失
っ
た
孤
独
の
中
、
極
め
て
惨
め
な
姿
で

登
場
す
る
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
自
分
を
愛
し
永
遠
の
命
を
さ
え
与
え
る

と
約
束
し
て
く
れ
る
仙
女
カ
リ
ュ
プ
ソ
ー
（
隠
す
女
）
の
島
の
海
辺
で
、

自
己
喪
失
の
危
機
の
中
で
、
半
ば
故
郷
へ
の
帰
還
を
諦
め
故
郷
を
想
い
泣

い
て
い
る
（v

151−158

）
。
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
も
言
う
べ
き
島
に
永
住

し
、
家
族
と
多
数
の
敵
が
待
つ
イ
タ
ケ
ー
へ
の
帰
還
を
止
め
て
し
ま
っ
た

な
ら
ば
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
我
々
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
に
は
な
ら
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
故
郷
へ
の
帰
還
を
決
意
し
、
筏
を
組
ん
で
船
出

す
る
。
航
海
の
途
中
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
再
び
ポ
セ
イ
ド
ン
が
巻
き
起
こ

す
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
、
パ
イ
ア
ケ
ス
人
の
島
に
漂
着
す
る
。
ト
ロ
イ
ア
戦

争
の
最
大
の
功
績
者
と
い
う
過
去
の
栄
光
を
持
ち
な
が
ら
、
今
や
オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
自
己
の
命
の
他
何
一
つ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
仲
間
の
全
て
を
失
っ
て
か
ら
（xii415−419

）
、

今
フ
ァ
イ
ア
ケ
ス
人
の
島
に
漂
着
し
、
浜
辺
で
王
ア
ル
キ
ノ
オ
ス
の
娘
ナ

ウ
シ
カ
ー
に
出
会
う
ま
で
（vi110−147

）
、
少
な
く
と
も
八
年
の
歳
月

が
経
過
し
て
い
る
（vii259−263

）
。
そ
の
間
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
誰

ひ
と
り
人
間
と
い
う
も
の
に
出
会
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
は
強
調
し
て
置

か
ね
ば
な
ら
な
い
（
仙
女
キ
ル
ケ
ー
は
人
間
で
は
な
い
）
。
こ
の
事
は
物

語
の
構
造
に
隠
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
過
去
と
未

来
を
隔
て
る
大
き
な
境
界
線
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
全
て
を
剥
ぎ
取

ら
れ
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
何
を
す
る
か
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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こ
の
英
雄
の
本
質
が
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
極
限
の
状
態
で
オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
行
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
み
よ
う
。

（
一
）
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
最
初
に
行
っ
た
こ
と
、
果
た
し
て
そ
れ
は

一
連
の
「
歎
願
」
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、
最
初
、
オ
デ
ュ
ッ

セ
ウ
ス
は
パ
イ
ア
ケ
ス
人
の
王
ア
ル
キ
ノ
オ
ス
の
娘
ナ
ウ
シ
カ
ー
に
対
し

て
（vii148−185

）
、
次
に
、
王
宮
に
忍
び
込
ん
だ
後
、
王
ア
ル
キ
ノ
オ

ス
と
王
妃
ア
レ
テ
に
対
し
て
嘆
願
を
行
う
（vii133−152

）
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
こ
の
「
歎
願
」
は
儀
式
化
さ
れ

た
宗
教
的
行
為
で
あ
り
、
歎
願
者
は
「
歎
願
の
神
」
ゼ
ウ
ス
の
庇
護
下
に

あ
る
と
見
做
さ
れ
る
。
こ
の
歎
願
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
が
文
明
と
非

文
明
、
野
蛮
と
非
野
蛮
を
区
別
す
る
決
定
的
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
歎
願
は

自
己
の
運
命
を
他
に
預
け
る
最
も
危
険
な
行
為
で
あ
る
。『
オ
デ
ュ
ッ
セ

イ
ア
』
の
詩
人
は
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
着
衣
さ
え
失
い
丸
裸
の
状
態
で
、

ナ
ウ
シ
カ
ー
と
そ
の
女
中
達
に
助
け
を
求
め
て
茂
み
か
ら
は
い
出
し
て
ゆ

く
姿
を
、
野
獣
に
例
え
る
（vi130−136

）
。
我
々
は
パ
イ
ア
ケ
ス
人
が

い
か
な
る
異
民
族
で
あ
っ
た
か
を
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
極
限
状
態
に
あ

り
、
殆
ど
獣
の
ご
と
き
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
歎
願
を
、
民
族
を
越
え
た
慈

悲
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
た
。
こ
こ
に
（
例
え
ば

現
代
の
欧
州
議
会
が
擁
護
す
る
）「
人
権
」
の
思
想
の
起
源
を
見
い
だ
す

こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
の
テ
ロ
リ
ス
ム
の
対

極
に
位
置
す
る
思
想
で
あ
る
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
自
己
の
存
続
の
危
機

に
際
し
て
嘆
願
者
と
な
り
、
異
国
の
人
々
の
慈
悲
と
文
明
に
救
わ
れ
た
。

こ
こ
に
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
始
ま
る
。

（
二
）
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
そ
の
知
恵
の
卓
越
に
よ
っ
て
生
き
残
り
、

目
的
を
遂
行
し
、
他
を
常
に
凌
駕
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
意
味
で
競

技
精
神
を
体
現
す
る
英
雄
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
パ
イ
ア
ケ
ス

人
の
も
と
で
漂
白
の
外
人
と
し
て
も
て
な
さ
れ
て
い
る
間
に
も
、
た
っ
ぷ

り
競
技
精
神
を
発
揮
す
る
（
第
八
歌
）
。
最
初
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
心
労

と
謙
遜
ゆ
え
に
ス
ポ
ー
ツ
競
技
へ
の
参
加
の
誘
い
を
断
り
、
自
己
の
卓
越

を
隠
そ
う
と
す
る
が
（viii104−157

）
、
パ
イ
ア
ケ
ス
人
の
若
者
に
よ
る

挑
発
に
た
ま
り
か
ね
る
と
、
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
（viii

158−185

）
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
円
盤
投
げ
で
パ
イ
ア
ケ
ス
人
の
若
者

を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
と
（viii186−198

）
、
様
々
な
競
技
種
目
に
お
け

る
自
己
の
卓
越
を
宣
言
す
る
（viii199−233

）
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
競

技
精
神
は
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
英
雄
達
と
共
有
す
る
英
雄
的
特
徴
で
あ
る

が
、
八
年
間
の
空
白
の
後
、
ギ
リ
シ
ャ
人
と
し
て
外
人
で
あ
る
フ
ァ
イ
ア

ケ
ス
人
の
も
と
で
発
揮
し
た
彼
の
競
技
精
神
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
ど
う
し
で

競
い
合
う
の
と
は
意
味
が
異
な
る
。
ア
ル
キ
ノ
オ
ス
が
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス

の
競
技
に
お
け
る
卓
越
を
認
め
、
自
己
の
国
民
の
別
分
野
に
お
け
る
卓
越

を
披
露
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ー
を
外
国
人
と
の
競
争
に
よ
っ
て
確
認
し
再
現
し

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
認
の
プ
ロ
セ
ス
は

さ
ら
に
続
く
。

（
三
）
ア
ル
キ
ノ
オ
ス
の
宮
殿
で
デ
ー
モ
ド
コ
ス
が
ト
ロ
イ
ア
戦
争
を

歌
う
の
を
聴
い
て
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
涙
す
る
（viii62−85

）
。
盲
目
の

吟
遊
詩
人
が
時
事
問
題
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
持
っ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
に

最初のヨーロッパとヨーロッパ人に関するノート
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値
す
る
。
デ
ー
モ
ド
コ
ス
が
さ
ら
に
（
ク
セ
ノ
パ
ネ
ス
が
好
ん
で
非
難
し

そ
う
な
）「
ア
レ
ス
と
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
ー
の
物
語
」
を
歌
っ
た
後
（viii266

−366
）
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
デ
ー
モ
ド
コ
ス
の
先
の
ト
ロ
イ
ア
戦
争
の

物
語
（viii62−85

）
に
つ
い
て
、「
さ
な
が
ら
そ
な
た
が
そ
の
場
に
あ
っ

た
か
、あ
る
い
は
（
そ
の
場
に
い
た
）
誰
か
か
ら
聞
い
た
か
の
よ
う
な
生
々

し
さ
で
あ
っ
た
（viii491

松
平
訳
）
」
と
言
っ
て
褒
め
称
え
た
上
、
皮
肉

に
も
、
彼
自
身
が
最
も
良
く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
「
木
馬
の
物
語
」
を
歌

う
よ
う
促
す
（viii492−498
）
。
デ
ー
モ
ド
コ
ス
が
そ
れ
を
歌
う
と
（viii

499−520

）
、
こ
れ
を
聞
い
て
オ
デ
ユ
ッ
セ
ウ
ス
は
再
び
涙
す
る
。
ア
ル

キ
ノ
オ
ス
が
不
思
議
が
り
、
初
め
て
彼
の
素
性
を
尋
ね
（viii521−586

）
、

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
よ
う
や
く
そ
の
正
体
を
明
か
す
こ
と
に
な
る
（ix

1−

38

）
。
次
い
で
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
、
自
分
自
身
の
漂
流
の
物
語
を
長
時

間
に
渡
り
語
り
始
め
る
（ix

39

）
。
詩
人
が
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
な
り
、

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
詩
人
と
な
る
と
も
言
え
る
こ
の
長
大
な
劇
中
劇
（ix

39
−
xii453

）
ゆ
え
に
、『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
詩
人
に
次
い
で
最
大

の
詩
人
は
、「
そ
の
場
に
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
（
そ
の
場
に
い
た
）
誰
か

か
ら
聞
い
た
か
の
よ
う
な
」
物
語
を
す
る
と
い
う
批
評
基
準
に
お
い
て
完

全
に
デ
ー
モ
ド
コ
ス
を
凌
駕
す
る
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
自
身
で
あ
る
と
言
え

る
。こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
中
で
の
出
来
事
で
は
あ
る

が
、
こ
こ
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
が
本
来
の
叙
事
詩
の
形
か
ら
大
き
く

逸
脱
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
な
っ

た
詩
人
は
通
常
叙
事
詩
人
が
ム
ー
サ
達
か
ら
霊
感
を
得
て
歌
う
の
で
は
な

く
、
自
分
自
身
が
見
聞
き
し
た
出
来
事
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

れ
は
ミ
ュ
ー
ト
ス
で
は
な
く
疑
似
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
。つ
ま
り
、フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
世
界
の
中
で
、
詩
人
が
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
疑
似
歴
史
家
に

な
っ
て
い
る
。確
か
に
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
物
語
は
、ヘ
シ
オ
ド
ス
の
ム
ー

サ
が
豪
語
し
た
よ
う
に
、
嘘
か
真
か
聴
衆
に
は
判
断
の
つ
か
な
い
代
物
で

あ
る
。
実
際
彼
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
物
語
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
的
な
物
語
で

さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
構
造
的
に
は
、
自
己
自
身
が
見
聞
し
た
出
来
事
の

物
語
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
神
話
の
中
に
創
ら
れ
た
歴
史
に
他

な
ら
な
い
。
物
語
を
作
る
に
あ
た
り
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
よ
う
に
い
か

な
る
虚
偽
の
発
言
も
信
じ
な
い
人
は
、
例
え
そ
の
人
自
身
が
（
ヘ
ロ
ド
ト

ス
で
さ
え
時
々
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
嘘
吐
き
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
家
に

な
る
権
利
が
あ
る
。
歴
史
の
誕
生
に
口
承
伝
承
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
歴
史
は
口
承
詩
の
中
で
実
現
し
た
と
も
言
え
る
。
ヘ
シ
オ
ド
ス

の
『
神
統
記
（
テ
オ
ゴ
ニ
ア
）
』
の
中
で
、
ム
ー
サ
達
が
「
自
分
た
ち
は

多
く
の
真
実
に
似
た
虚
偽
を
語
る
こ
と
も
、
望
め
ば
真
実
を
歌
う
こ
と
も

出
来
る
」と
言
っ
た
よ
う
に
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
姿
を
取
っ
て
語
る『
オ

デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
詩
人
に
先
進
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
口
承
文
芸
の
な

か
で
一
種
の
歴
史
叙
述
を
先
取
り
し
た
か
、
少
な
く
と
も
対
抗
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
の
歴
史
を
す
で
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
神
の
言
葉
さ
え
容
易
に
信
用
し
な
い
オ
デ
ユ
ッ
セ
ウ
ス
は
『
オ

デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
に
お
い
て
殆
ど
歴
史
家
の
合
理
的
思
考
に
今
一
歩
の
と

こ
ろ
ま
で
到
達
し
て
い
る
。『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
詩
人
は
オ
デ
ュ
ッ

セ
ウ
ス
が
一
種
の
合
理
的
思
考
に
よ
っ
て
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
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を
確
認
し
自
己
の
存
続
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

﹇
５
﹈
結
論

こ
の
よ
う
に
、
武
具
も
着
衣
も
仲
間
も
全
て
失
っ
て
文
明
か
ら
八
年
間

隔
離
さ
れ
た
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
、
故
郷
イ
タ
ケ
ー
に
戻
る
直
前
の
段
階

で
パ
イ
ア
ケ
ス
人
の
も
と
文
明
世
界
へ
の
一
種
の
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
、
あ

る
い
は
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
確
認
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
行
っ

た
三
っ
の
行
為
（
調
和
と
抑
制
の
精
神
の
発
現
と
し
て
の
嘆
願
、
ア
ゴ
ー

ン
精
神
の
実
現
と
し
て
の
身
体
と
言
論
の
競
技
、
合
理
的
思
考
の
現
れ
と

し
て
の
疑
似
歴
史
叙
述
）
が
、
不
完
全
な
が
ら
も
、
主
要
な
ギ
リ
シ
ャ
的

要
素
と
し
て
上
に
記
述
し
た
も
の
に
一
致
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
で
最
初
に
一
種
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
も
っ
て
、
つ
ま
り
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
存
続
の
危
機
に
お
け
る
自
己
の
存
続
を
か
け
て
、
継
承
し
た

伝
統
を
体
現
し
、
そ
れ
を
後
代
に
伝
承
し
た
人
物
は
、『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ

ア
』
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
で
あ
る
。
こ
の
際
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
歴
史

的
人
物
で
あ
る
か
神
話
的
人
物
で
あ
る
か
と
い
う
区
別
は
無
視
し
て
い
た

だ
き
た
い
。な
ぜ
な
ら
、ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
っ

て
ほ
と
ん
ど
史
実
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
歴
史
が
ギ
リ
シ
ャ
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
な
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
が
オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
世
界
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
の
も
嘘
で
は
な
い
。

ネ
ス
ト
ー
ル
が
そ
の
知
恵
の
伝
統
に
よ
っ
て
最
後
の
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
最
初
の
ギ
リ
シ
ャ
人
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
オ
デ
ユ
ッ
セ
ウ
ス
こ
そ
が
最
初
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
を
抱
く
人
の
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
人
が
い
る
。
（
発
言
者
の
意

図
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
）
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
故
郷
イ
タ
ケ
ー
と

同
時
に
失
わ
れ
た
自
己
を
探
し
求
め
た
よ
う
に
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
帰

還
の
物
語
が
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
さ
え
も
奪
取
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
パ
人
が
今
で
も
い
る
。
沢
山
い

る
。
そ
の
よ
う
な
精
神
が
な
け
れ
ば
、
（
例
え
ば
欧
州
連
合
の
よ
う
に
）

未
だ
存
在
し
た
こ
と
の
な
い
存
在
へ
の
企
図
に
対
し
て
い
か
な
る
実
現
も

対
応
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
ノ
ー
ト
」
が
先
取
す
る
将
来

の
研
究
の
結
論
を
先
取
り
し
て
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
精
神
史
に
お
い
て
伝
承
と
創
造
は
矛
盾
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
同
じ

出
来
事
の
表
と
裏
に
す
ぎ
な
い
。「
声
の
文
化
」
に
お
い
て
も
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
以
来
支
配
的
な
「
文
字
の
文
化
」
に
お
い
て
も
、
失
わ
れ
た
過
去

の
伝
承
を
保
存
し
つ
つ
そ
の
解
釈
と
実
現
の
中
に
自
己
自
身
を
獲
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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一

本
稿
は
タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
学
術
論
文
と
い
う
よ
り
エ
ッ
セ
ー
の

体
裁
を
取
っ
て
い
る
が
、
参
考
文
献
は
時
間
が
許
す
限
り
注
記
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
の
た
め
参
照
し
た
文
献
の
邦
訳
を
必
ず
し
も
参
照
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
の
「
ギ
リ
シ
ャ
起
源
」
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
以
外
に
複
数
の
起
源
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
文

化
の
起
源
に
関
す
る
限
り
、
常
に
複
数
の
起
源
を
前
提
に
し
て
い
る
。

最
近
多
く
の
書
物
や
論
文
で
話
題
に
な
る
政
治
・
経
済
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
合
と
し
て
の
欧
州
連
合
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
し
な

い
。
文
明
的
、
文
化
的
、
精
神
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
起
源
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
す
る
書
物
も
非
常
に
多
い
が
、H

.A
hrw

eiler
etM

.

A
ym
ard

(ed.),
L
es
E
uropéens,

Paris
2000

が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

Jean
M
orino,

´L
es
m
étam

orphoses
de
l'E
urope

culturelleª,
E
sprit

(juillet
2000),p.

94−
110

も
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
に
よ
る
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
論
」
と
し
て
参
考
に
な
っ
た
。

三

後
述
の
よ
う
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
）
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
（
エ
ウ
ロ
ー
パ
イ
オ
ス
）
」
と
い
う
言
葉
は
元
々
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語

で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
っ
て
「
ギ
リ
シ
ャ
（
ヘ
ラ
ス
）
」
は

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
民
族
を
越
え
た
諸
国

民
連
合
と
い
う
意
味
で
の
欧
州
連
合
に
つ
い
て
も
そ
の
起
源
が
古
代

ギ
リ
シ
ャ
に
存
す
る
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
は
、H

.A
hrw

eiler
etM

.

A
ym
ard,op.cit.

に
収
録
さ
れ
たJ.de

R
om
illy

の
論
文
（p.18−

23

）

を
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
文
明
一
般
に
つ
い
て
は
、C

.
M
ossée

の
論
文
を

参
照
（p.25−

40)

。

四

ロ
ー
マ
に
対
す
る
ギ
リ
シ
ャ
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
）
文
化
の
影
響
は
「
影

響
」
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
文
化
に
比
肩
し
う
る
「
ロ
ー
マ

文
化
」と
い
う
も
の
が
平
行
し
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ロ
ー

マ
の
文
化
は
最
初
か
ら
本
質
的
に
ギ
リ
シ
ャ
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
）
的
な
「
ギ

リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
文
化
」で
あ
っ
た
。H

.−
I.M

arrou,H
istoire

de
l'édu-

cation
dans

l'A
ntiquité,1948,t.2,p.29−

46

（
邦
訳
あ
り
）
等
を
参
照
。

五

「
蛮
族
（
バ
ル
バ
ロ
イ
）
」
は
本
来
「bar

bar

と
意
味
不
明
の
言
葉
を

喋
る
人
々
」と
い
う
ほ
ど
の
意
味
を
持
つ
言
葉
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
・

ラ
テ
ン
語
を
知
ら
な
か
っ
た
所
謂
「
蛮
族
」
の
教
育
、
す
な
わ
ち
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
化
に
つ
い
て
は
、Pierre

R
iché,E

ducation
etculture

dans
l'O

ccidentbarbare
V
Ie−

V
IIIe

siècle,E
dition

du
Seuil1962

に

詳
し
い
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
代
文
明
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
継
承

し
発
展
さ
せ
た
ゲ
ル
マ
ン
人
達
と
は
反
対
に
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
は
東

ロ
ー
マ
を
征
服
し
た
後
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
伝
統
を
引
き
継
が
な
か
っ

た
が
、
こ
こ
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分
け
た
境
界
が
あ

る
。

六

文
明
的
、
文
化
的
、
精
神
的
な
意
味
で
新
大
陸
の
ア
メ
リ
カ
人
の
中

に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
い
る
し
、
世
界
中
の
至
る
所
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

は
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
さ
え
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の「
飛

び
地
」
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

七

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
言
語
政
策
に
つ
い
て
は
、
工
藤
進
『
声
』
一

九
九
八
年
白
水
社
刊
、（
第
三
章
）「
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
と
言
語
政
策
」

p.123−
134

を
参
照
。
こ
の
書
物
に
は
、
声
と
文
字
に
関
す
る
（
と
り

わ
け
文
字
の
文
化
に
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
声
の
文
化
に
関
す
る
）
有
益

120



な
示
唆
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

八

M
orino,op.cit.,p.101

参
照
。

九

P.K
azysztof,L

'E
urope

et
ses

nation
s,E

dition
G
allim

ard
1990

（
邦
訳
あ
り
）
を
参
照
。

一
〇

E
.M
orin

は
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
論P

enser
à
l'E
urope

（1990

邦

訳
あ
り
）
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
伝
え
た
負
の
遺
産
、
正
の
遺
産

の
い
ず
れ
を
も
強
調
し
て
い
る
。

一
一

「
ト
ロ
イ
ア
戦
争
を
く
り
返
さ
ぬ
た
め
に
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ

ユ
に
お
け
る
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
の
翻
訳
の
問
題
」、『
言
語
文
化
』
十
四

号
、p.53−

66

に
お
い
て
、
柴
田
美
々
子
女
史
が
Ｓ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
に
よ

る
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
翻
訳
を
用
い
た
民
衆
教
育
の
企
図
に
つ
い
て
雄
弁

に
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
危
機
に
対
す

る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
承
と
実
現
に
よ
る
解
決
の
試
み
の
一
つ
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヴ
ェ
イ
ユ
の
英
雄
的
な
企
図
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の

伝
統
の
特
異
な
解
釈
と
実
現
と
し
て
興
味
深
い
。

一
二

PaulV
aléry,´N

ote
(ou

L
'E
U
R
O
PÉ
E
N
)ª,Í

uvres,t.I,p.1000

−
1014.

一
三

T
.S.E

lliot,´
T
he
U
nity

of
E
uropean

C
ultureª

,N
otes

tow
ards

the
D
efinition

ofC
ulture,L

ondon
1948,p.110−

124.

一
四

こ
こ
で
「
モ
ナ
ド
世
界
」
と
形
容
し
て
み
た
の
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
の
「
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
本
質
的
に

独
立
し
た
存
在
で
あ
る
モ
ナ
ド
が
独
自
の
視
点
か
ら
他
者
を
模
倣
（
表

象
）
す
る
こ
と
で
自
己
を
特
化
し
な
が
ら
、
相
互
依
存
的
な
予
定
調
和

に
よ
っ
て
協
調
関
係
に
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
構

成
す
る
諸
都
市
の
関
係
の
イ
メ
ー
ジ
に
似
て
い
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。

一
五

F.B
raudel,G

ram
m
aire

des
civilisations,p.437−

445

等
を
参
照

の
こ
と
。

一
六

C
.N
icolet,

´L
'E
urope

des
R
om
ainsª,

H
.
A
hrw

eiler
et
M
.

A
ym
ard,op.cit.

p.41−
58.

一
七

「
蛮
族
」
の
侵
入
に
よ
っ
て
古
代
都
市
が
破
壊
さ
れ
、
そ
の
廃
虚

に
中
世
の
都
市
が
ゼ
ロ
か
ら
新
た
に
建
設
さ
れ
と
か
、
あ
る
い
は
近
世

に
都
市
文
化
が
突
然
甦
っ
た
と
い
う
よ
う
な
「
断
絶
」
の
図
式
を
前
提

に
す
る
こ
と
は
、
最
近
の
考
古
学
的
発
掘
の
成
果
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
古
代
都
市
と
中
世
都
市
の
断
絶
と
連
続
の
問
題

は
、
各
都
市
に
関
し
て
問
わ
れ
る
べ
き
非
常
に
複
雑
な
問
題
で
あ
る
。

Jacques
H
eers,L

a
ville

au
m
oyen

âge
en
O
ccident,1990

を
参
照
。

古
代
ロ
ー
マ
の
道
路
網
に
つ
い
て
は
、Peutinger

の
地
図
を
一
瞥
す
る

と
よ
い
（e.g.

E
.D
esjardins,P

eutinger
−
T
able

d'après
l'original

conservé
à
V
ienne,précédée

d'une
introduction,Paris

1869

）
。

一
八

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
の
あ
る
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都

市
の
典
型
と
し
て
有
名
だ
が
（cf.M

.−
N
.D
enis

(ed.),Strasbourg,

Paris
1993

）
、
そ
の
南
数
十
キ
ロ
に
位
置
す
る
、
十
五
〜
十
六
世
紀
に

ユ
マ
ニ
ス
ト
た
ち
が
活
躍
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
指
折
り
の
図
書
館
を

所
有
す
る
小
都
市
セ
レ
ス
タ
も
同
じ
く
典
型
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
で

あ
る
（cf.P.A

dam
,L
'hum

anism
e
etSelestat,l'ecole,lés

hum
aniste,

la
bibliotehque,Selestat1987

）
。

一
九

一
九
九
九
年
秋
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
パ
リ
の
グ
ラ
ン
・
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パ
レ
で
開
催
さ
れ
た
大
展
覧
会
は
、
こ
の
青
銅
器
時
代
の
交
流
を
青
銅

器
時
代
の
遺
物
に
よ
っ
て
描
写
す
る
試
み
だ
っ
た
。
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ

L
'E
urope

au
tem

ps
d'U

lysse,dieux
ethéros

de
l'âge

du
bronze,

1999

を
参
照
。

二
〇

C
.B
oulotis,∫L

es
prem

ires
grandes

civilisations
de
l'E
gée

:
de

la
préhistoire

à
la
protohistoire,∫

H
.A
hrw

eiler
etM

.A
ym
ard

(ed.

）,

op.cit.,p.7.

二
一

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
人
間
を
「
ポ
リ
ス
的
動
物
」
と
定
義
し
た
が
、

こ
れ
は
と
り
わ
け
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
と
そ
の
後
継
者
達
に
当
て
は
ま
る
。

二
二

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
に
お
け
る
文
芸
復
興
（
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン

ス
）
は
所
謂「
蛮
族
」に
よ
る
最
初
の
文
化
興
隆
で
は
な
い（Pierre

R
iche,

L
es
C
arolingiens,une

fam
ille

qui
fit
l'E
urope,

Paris
1987,

p.
354−

391

を
参
照
）
。
そ
れ
以
前
の
ゲ
ル
マ
ン
君
主
の
教
育
と
学
問
に
つ
い

て
はPierre

R
iche,

E
ducation

et
culture

dans
l'O

ccident
barbare

V
Ie−

V
IIIe

siècle,
E
dition

du
Seuil1962.

を
参
照
の
こ
と
。

二
三

古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
文
学
の
伝
承
に
関
す
る
文
化
史
的
研
究

へ
の
最
良
の
入
門
書
と
し
て
は
、L

.D
.
R
eynnolds

and
N
.G
.
W
ilson,

Scribes
and

Scholars,
A
G
uide

to
the

T
ransm

ission
of
G
reek

and

L
atin

L
iterature,

3rd
ed.,oxford

1991

（
邦
訳
あ
り
）
で
あ
ろ
う
。

二
四

た
だ
し
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
お
い
て
政
治
的
な
自
由
と
は
、
単
な
る

支
配
か
ら
の
自
由
で
は
な
く
、
同
時
に
「
法
へ
の
隷
属
」
で
あ
っ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
人
が
ペ
ル
シ
ャ
大
王
へ
の
服
従
を
拒
ん
だ
の
は
、
ク
セ
ル
ク

セ
ス
が
外
国
人
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
専
制
君
主
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ペ
ル
シ
ャ
の
専
制
権
力
に
む
し
ろ
隷
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ギ
リ

シ
ャ
人
は
物
質
的
に
は
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
か
も
し
れ
な

い
。
ギ
リ
シ
ャ
の
地
は
決
し
て
豊
か
な
土
地
で
は
な
か
っ
た
し
、
ペ
ル

シ
ャ
帝
国
が
そ
の
文
明
と
豊
か
さ
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ャ
（＝

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
）
に
は
る
か
に
勝
っ
て
い
る
こ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
人
も
知
っ
て
い
た
。

二
五

H
erodotos,

I.
4,
103,

173,
209,

II
16,

26,
33,

103,
III
96,

115,

116,IV
36,42,45,49,89,198,143,V

1,12,V
I
33,43,V

II
5,8,
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